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自
動
車
産
業
危
機
の
時
代
と
規
制

１
９
６
０
〜
７
０
年
代
の
環
境
・
安
全
規
制
政
策
と
そ
の
意
味

定
価
八
、六
九
〇
円（
税
込
）

晃洋書房

日
本
の
自
動
車
産
業
は
、
公
害
や
交
通
事
故
と
い
っ
た
社

会
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
る
「
危
機
の
時
代
」
を
迎
え
た
。

本
書
は
、
こ
の
問
題
を
巡
る
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
動
き
を
描

き
だ
し
、対
自
動
車
規
制
政
策
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

板
垣
暁（
経
済
学
部
教
授
）
著

サ
カ
ナ
戦
争
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
魚
食
と
日
本
漁
業
の
未
来

定
価
一
、六
五
〇
円（
税
込
）

ス
ー
パ
ー
か
ら
国
産
の
鮮
魚
が
姿
を
消
し
、
日
本
人
漁
師

は
減
少
の
一
途
。
日
本
の
漁
場
問
題
は
国
の
安
全
保
障

に
も
直
結
し
て
い
る
。「
日
本
漁
業
衰
退
の
真
因
」
に
迫

り
、
食
卓
と
水
産
業
の
未
来
を
考
え
る
た
め
の
必
読
書
。

家の光協会

濱
田
武
士（
経
済
学
部
教
授
）
著

定
価
一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

北
海
道
新
聞
の
人
気
コ
ラ
ム
「
書
棚
か
ら
歌
を
」
の
書
籍

化
第
三
弾
。
自
身
も
歌
人
で
あ
る
著
者
が
、
短
歌
が
引

用
さ
れ
た
本
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
１
冊
ず
つ
紹
介
す

る
読
書
案
内
。
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
縦
横
無
尽
。

書
棚
か
ら
歌
を
二
〇
二
一
│
二
〇
二
五

北海学園大学出版会

田
中
綾（
人
文
学
部
教
授
）著

樺
太
か
ら
の
引
揚
者
と
戦
後
北
海
道

定
価
八
、八
〇
〇
円（
税
込
）

樺
太
か
ら
の
引
揚
者
の
多
様
な
経
験
は
未
だ
戦
後
史
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
著
者
が
作
成
し
た
統
計
資

料
と
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、
引
揚
げ
か
ら
戦
後
北

海
道
へ
の
定
着
ま
で
の
過
程
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

北海道大学出版会

木
村
由
美（
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
／
人
文
学
部
平
成
21
年
度
卒
・
14
期
生
）著

鈴
木
雄
大（
経
済
学
部
准
教
授
）
著

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
統
計
利
用
の
課
題

│
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
経
済
学
的
検
証
│

定
価
四
、九
五
〇
円（
税
込
）

生
活
保
護
基
準
を
引
下
げ
た
国
の
主
張
は
、
正
当
な
根

拠
と
な
り
得
る
の
か
。
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と
こ
れ

を
用
い
た
デ
フ
レ
調
整
に
つ
い
て
、
物
価
指
数
と
経
済

学
的
観
点
か
ら
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

北海学園大学出版会

石
田
真
紀
子（
法
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
修
了
）
著

勾
留
理
由
開
示
制
度
再
考

│
勾
留
手
続
の
司
法
的
抑
制
を
模
索
す
る
│

定
価
四
、九
五
〇
円（
税
込
）

勾
留
審
査
手
続
に
司
法
的
抑
制
は
機
能
し
て
い
る
の
か
。

本
書
は
、
勾
留
理
由
開
示
制
度
を
包
括
的
に
分
析
し
、
再

考
。
実
務
に
携
わ
る
弁
護
士
へ
の
独
自
調
査
と
分
析
を

踏
ま
え
、
現
行
勾
留
審
査
手
続
の
あ
り
方
を
問
う
。

北海学園大学出版会

お
隣
は
外
国
人
２
仕
事
・
生
活
・
こ
と
ば

定
価
一
、七
六
〇
円（
税
込
）

江
別
、
浦
河
、
東
川
、
ニ
セ
コ
な
ど
の
外
国
人
の
働
き
方

や
生
活
、
困
り
ご
と
な
ど
を
筆
者
27
人
が
報
告
。
日
本
語

学
習
、
医
療
・
介
護
、
宗
教
、
農
水
産
業
、
建
設
分
野
の

現
状
と
課
題
も
紹
介
、多
文
化
共
生
社
会
へ
の
道
を
探
る
。

北海道新聞社

湯
山
英
子（
北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）・

宮
入
隆（
経
済
学
部
教
授
）・
平
田
未
季
編
著

　

学
校
法
人
北
海
学
園
は
、
安

酸
敏
眞
理
事
長
の
任
期
満
了
に

よ
る
退
任
に
伴
い
、
令
和
８
年

４
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
に
お
い
て
、
山
崎
省
一
北
海

学
園
専
務
理
事
を
理
事
長
に
選

定
し
、
同
日
付
け
で
理
事
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】

昭
和
28
年
北
海
道
釧
路
市
生
ま

れ
。
昭
和
52
年
成
城
大
学
文
芸

学
部
卒
業
、
平
成
13
年
北
海
学

園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
、
昭
和
52
年
北
海

道
松
前
高
等
学
校
教
諭
、
昭
和

56
年
北
海
高
等
学
校
教
諭
、
平

成
19
年
北
海
高
等

学
校
教
頭
、
平
成

25
年
北
海
高
等

学
校
校
長
、
学
校

法
人
北
海
学
園
理

事
、
平
成
31
年

学
校
法
人
北
海
学

園
理
事
（
常
勤
）、

令
和
２
年
学
校
法

人
北
海
学
園
常
務

理
事
、
令
和
３
年

学
校
法
人
北
海
学

園
専
務
理
事
、
令

和
８
年
学
校
法
人

北
海
学
園
理
事
長

新
理
事
長
に
山や

ま

崎ざ
き

省せ
い

一い
ち

就
任

学
校
法
人

北
海
学
園

公式キャラクター「キタノコ」が誕生公式キャラクター「キタノコ」が誕生公式キャラクター「キタノコ」が誕生
学生・教職員が共に関わり育てていくキャラクターをめざして学生・教職員が共に関わり育てていくキャラクターをめざして

　

今
年
２
月
、
北
海
学
園
大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
タ
ノ
コ
」

が
誕
生
し
た
。
制
作
を
担
当
し
た
本
学
Ｏ
Ｂ
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

前
田
麦
氏
と
、
佐
藤
淳
副
学
長
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
定
チ
ー
ム
の

入
試
課
・
松
田
郷
平
主
任
の
３
人
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
込
め
ら
れ
た

思
い
や
可
能
性
を
聞
い
た
。

ー
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生
ま
で
の

経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

松
田　

２
年
前
の
春
頃
か
ら
職

員
間
で
、
北
海
学
園
大
学
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
で
き
た
ら
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
み
た
い
か
と
い
う
話

を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

私
は
入
試
課
で
す
の
で
受
験
生

向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
興
味
が

あ
り
ま
し
た
し
、
他
部
署
の
職

員
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
運
用
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
な
ど
、
考
え
方

は
様
々
で
し
た
。
そ
こ
で
、
職

員
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
研
修
で
動

か
そ
う
と
い
う
話
に
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

佐
藤　

私
は
、
大
学
と
い
う
の
は

明
る
く
楽
し
げ
で
、
華
や
か
で

な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

も
と
に
学
生
や
教
職
員
が
集
え

る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
が
で

き
る
の
で
は
、
と
考
え
て
い
た

ん
で
す
。
自
分
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
描
い
て
も
み
た
り
（
笑
）。
そ

の
よ
う
な
話
を
し
た
時
に
、
ち
ょ

う
ど
Ｓ
Ｄ
研
修
の
中
で
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
チ
ー
ム
が
活
動
を
始
め

て
い
る
と
聞
い
て
、
ぜ
ひ
支
援

し
た
い
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

松
田　

大
学
の
承
認
を
得
る
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
な
く
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
や
育
て
方

な
ど
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
ご
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
誰
か
で
は
な
く
誰
も
が
か
か

わ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
た
の

は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

ー
ー
決
定
ま
で
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

や
投
票
を
行
い
ま
し
た
ね
。

松
田　

そ
も
そ
も
大
学
に
と
っ

て
本
当
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
必

要
な
の
か
、
北
海
学
園
大
学
と
は

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
な
の
か
に
つ
い
て
、
学

生
・
教
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
大
学
に

視
察
へ
行
き
話
を
聞
く
と
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
の
接
触
機
会
を
多

く
設
け
て
い
る
大
学
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
学
内
外
の

声
を
参
考
に
、
制
作
過
程
の
ウ
ェ

ブ
公
開
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
経
て
、

最
後
は
２
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
投
票
で
決
定
し
ま
し
た
。

ー
ー
制
作
依
頼
を
受
け
た
時
は
ど

の
よ
う
な
印
象
で
し
た
か
。

前
田　

お
話
を
い
た
だ
い
て
か

ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
の
下
地

づ
く
り
を
松
田
さ
ん
た
ち
が
丁

寧
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
を
制
作

し
た
佐
々
木
信
さ
ん
が
北
海
学

園
大
学
卒
業
で
し
た
し
、
私
自

身
も
そ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
母
校

の
力
に
な
れ
た
ら
と
。

松
田　

学
生
・
教
職
員
が
大
学
を

ど
う
思
っ
て
い
る
か
、
北
海
学

園
ら
し
さ
と
は
何
か
な
ど
、
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
し
ま
し
た
よ
ね
。

前
田　

多
く
の
意
見
を
う
ま
く

ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
、
最
初

の
ラ
フ
は
30
案
ほ
ど
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
か
ら
シ
ュ
リ

ン
ク
し
て
い
き
ま
し
た
。

松
田　

多
く
の
学
生
と
教
職
員

が
関
わ
り
な
が
ら
作
っ
て
い
く

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し

た
か
っ
た
の
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
公
開
し
た
り
、
そ
れ
を

も
と
に
麦
さ
ん
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

前
田　

学
生
さ
ん
な
ど
か
ら
、
柔

軟
さ
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
、
活
発
、

多
様
性
な
ど
の
言
葉
を
い
た
だ

い
て
、
そ
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の

決
選
投
票
は
僅
差
で
し
た
ね
。

松
田　

僅
差
で
し
た
。
１
、３

５
４
件
の
投
票
の
う
ち
、
８
０
０

票
が
キ
タ
ノ
コ
、
５
５
４
票
が

も
う
１
案
の
キ
タ
キ
タ
キ
ツ
ネ

で
し
た
。「
自
分
と
似
て
い
る
か

ら
」
と
か
、「
応
援
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ

て
、
自
分
を
投
影
し
た
り
、
関

わ
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
も
ら

え
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

佐
藤　

単
な
る
絵
と
し
て
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
じ
ゃ
な
く
て
、

一
つ
の
存
在
と
し
て
の
ス
ト
ー

リ
ー
作
り
で
す
よ
ね
。

ー
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
込
め
た
役

割
、
思
い
と
は
？

松
田　

本
学
に
は
就
職
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
部
活
・
サ
ー
ク
ル
、
研

究
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
方
が
い
る
の
で
、

学
生
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
と

大
学
の
関
わ
り
方
を
十
把
一
絡

げ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

キ
タ
ノ
コ
に
は
そ
の
応
援
者
と

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
み
な

さ
ん
も
自
由
な
ア
イ
デ
ア
で
関

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ー
ー
具
体
的
な
使
用
イ
メ
ー
ジ
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

松
田　

ま
ず
は
今
年
か
ら
学
生

証
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
入

試
課
で
は
ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
、
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
掲
載
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

私
は
授
業
の
ス
ラ
イ
ド

に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ッ
ジ
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
い

つ
で
も
身
に
つ
け
た
い
で
す
ね
。

前
田　

グ
ッ
ズ
は
楽
し
み
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

着
せ
た
り
、
制
作
物
に
載
せ
る

な
ど
、
様
々
な
発
想
で
使
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

＊
学
生
お
よ
び
教
職
員
は
、
申

請
不
要
で
キ
タ
ノ
コ
を
ご
使
用

い
た
だ
け
ま
す
。
商
用
利
用
を

行
う
場
合
は
事
前
申
請
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入試部入試課 主任

松
ま つ

田
だ

郷
きょう

平
へ い

本学経済学部経済学科平成
21年度卒・Ⅱ54 期生。入試・
広報業務全般を担当。

イラストレーター

前
ま え

田
だ

麦
ば く

本学経済学部経済学科平成
9 年度卒・45 期生。ウェブ制
作会社を経てフリーのイラスト
レーターとして独立。

副学長

佐
さ

藤
と う

淳
じゅん

本学経営学部長、大学院経営
学研究科長を経て現職。博士
（教育学）（東北大学）。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

使
用
方
法
・
申
請
等
に

つ
い
て

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
キ
タ
ノ
コ
」
に
つ
い
て
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新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
北
海
学

園
大
学
へ
の
ご
入
学
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
た
み
な
さ
ん
を
本
学
に
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
喜
び
に

思
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
教
育
に

お
い
て
は
、
総
合
的
な

学
習
と
し
て
の
「
探
究
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

変
化
の
激
し
い
現
代
社

会
に
生
き
る
者
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
社
会

や
人
生
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
、
こ
の
問
い

に
対
し
て
、
多
様
な
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
、

み
な
が
納
得
で
き
る
答

え
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
、
こ
れ
が
「
探
究
」

と
い
う
学
習
の
目
的
で
す
。
こ
の

「
探
究
」
の
営
み
こ
そ
、
大
学
に

お
け
る
み
な
さ
ん
の
学
び
の
中
心

と
な
る
も
の
で
す
。
大
学
で
は
こ

れ
を
「
研
究
」
と
呼
び
ま
す
。

　

大
学
に
は
た
く
さ
ん
の
研
究
者

が
集
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
教
師

は
み
な
研
究
者
で
す
。
研
究
者

は
、自
ら
の
「
問
い
」
に
対
し
て
、

他
者
が
納
得
す
る
理
由
や

根
拠
に
も
と
づ
く
答
え
を

導
こ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
に
し
て

導
か
れ
た
答
え
は
、
人
々

に
共
有
さ
れ
る
知
恵
と
な

り
、
新
し
い
可
能
性
を
切

り
拓
く
社
会
の
力
と
な
り

ま
す
。

　

よ
り
よ
い
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
新
し

い
知
恵
の
創
造
と
、
そ
の

知
恵
を
活
か
す
人
々
の
協

働
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ

を
阻
む
現
代
特
有
の
壁
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
急
速
に
発
展
し
普
及

し
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ａ

Ｉ
は
、
仕
事
や
生
活
の
利
便
性
を

高
め
る
一
方
、
社
会
に
分
断
を
生

み
出
し
か
ね
な
い
言
説
や
精
巧
に

作
ら
れ
た
偽
情
報
が
、
瞬
時
に
か

つ
広
範
囲
に
飛
び
交
う
事
態
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ

ん
に
は
、
研
究
す
る
心
と
力
を
是

非
と
も
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
は
い
ま
大
き
な
転
機
を
迎

え
て
い
ま
す
。
少
子
・
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
地
球
温
暖
化
、
国
際

秩
序
の
不
安
定
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
享
受

で
き
て
い
た
も
の
も
、
簡
単
に
は

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
大
半
を

通
し
て
、
こ
の
新
し
い
現
実
と
向

き
合
い
、
持
続
可
能
な
社
会
を
作

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
挑
戦
し
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
一
人
の
力
で
な
し
え
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
協
働
す
る
人
々
の

つ
な
が
り
が
必
要
で
す
。
み
な
さ

ん
に
は
、
そ
れ
を
主
体
的
に
担
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
と
し
て

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
本

学
で
の
４
年
間
が
実
り
多
い
時
間

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

研究する心と力を身につけて
森下宏美学長 入学式式辞（要旨）

令和８年度　入学者数 （単位／人）

学部 学科 入学者

経
済

１部 435

２部 128

経
営

１
部

経 営 学 科 198

経営情報学科 146
２
部 経 営 学 科 118

法
１部 361

２部 203

人
文

１
部

日本文化学科 129

英米文化学科 127

２
部

日本文化学科 49

英米文化学科 29

工

社会環境工学科 52

建　築　学　科 90

電子情報工学科 84

生  命  工  学  科 60

研究科 入学者

大
　
学
　
院

経済学研究科
（博士課程） －
（修士課程） －

経営学研究科
（博士課程） －
（修士課程） －

法学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） －

文学研究科
（博士課程） 1
（修士課程） 5

工学研究科
（博士課程） －
（修士課程） 4

1部　計 1,682

2 部　計 527

大学　計 2,209

大学院　計 11

大学・大学院　計 2,220

　

令
和
８
年
度
入
学
式
が
４
月

２
日
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ

ン
タ
ー
「
北
海
き
た
え
ー
る
」

に
て
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
、
学
部
学
生
１
部
１
６
８
２

名
、
２
部
５
２
７
名
、
大
学

院
博
士
（
後
期
）
課
程
２
名
、

修
士
課
程
９
名
、
合
わ
せ
て

２
２
２
０
名
の
新
入
生
を
迎
え

た
。

　

は
じ
め
に
学
歌
が
紹
介
さ
れ
、

森
下
宏
美
学
長
か
ら
入
学
許
可

宣
言
、
学
長
の
式
辞
、
新
入
生

代
表
学
生
か
ら
の
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
全
学
応
援
団
に

よ
る
演
舞
が
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。
最
後
に
学
生
歌
、

新
学
生
歌
が
斉
唱
さ
れ
、
厳
粛

な
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
の
方
々
を
は

じ
め
、
ご
来
賓
、
教
職
員
が
見

守
る
な
か
、
新
入
生
は
緊
張
と

期
待
が
入
り
混
じ
っ
た
面
持
ち

で
式
典
に
臨
ん
で
い
た
。

北海きたえーるで行われた入学式

﹇
教
　
員
﹈

令
和
７
年
９
月
30
日
付

▽
工
学
部
教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

鈴
木
雄

令
和
８
年
３
月
31
日
付

▽
経
営
学
部
教
授
石
井
晴
子
▽
人
文
学
部
教

授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
上
野
誠
治
▽

工
学
部
教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
小

野
丘
▽
人
文
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師
上
野
直

幸
▽
工
学
部
教
授
・
大
学
院
工
学
研
究
科
教

授
長
谷
川
大
▽
経
営
学
部
准
教
授
村
上
始

令
和
８
年
３
月
31
日
付

▽
法
学
部
長
（
教
授
）
館
田
晶
子
▽
大
学
院
経

営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
石
嶋
芳
臣
▽
大
学
院

文
学
研
究
科
長
（
教
授
）
郡
司
淳
▽
大
学
院
工

学
研
究
科
長
（
教
授
）
山
田
俊
郎
▽
入
試
部
長

（
教
授
）
鈴
木
聡
士
▽
図
書
館
長
（
教
授
）
田

中
綾
▽
開
発
研
究
所
長
（
教
授
）
濱
田
武
士

令
和
８
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
長
（
教
授
）
浅
妻
裕
▽
経
営
学
部

長
（
教
授
）
今
野
喜
文
▽
法
学
部
長
（
教
授
）

本
田
宏
▽
工
学
部
長
（
教
授
）
植
松
武
是
▽
大

学
院
経
営
学
研
究
科
長
（
教
授
）
伊
藤
友
章
▽

大
学
院
法
学
研
究
科
長
（
教
授
）
神
元
隆
賢
▽

大
学
院
文
学
研
究
科
長
（
教
授
）
手
塚
薫
▽
大

学
院
工
学
研
究
科
長
（
教
授
）
菊
地
慶
仁
▽
学

生
部
長
（
教
授
）
宮
入
隆
▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
長
（
教
授
）
佐
藤
大
輔
▽
入
試
部
長
（
教

授
）
柾
木
貴
之
▽
教
務
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）

北
原
博
▽
図
書
館
長
（
教
授
）
小
松
か
お
り
▽

北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
）
上
園

昌
武

令
和
８
年
４
月
１
日
付

▽
経
済
学
部
教
授
・
大
学
院
経
済
学
研
究
科

（
博
）
教
授
土
橋
康
人
▽
法
学
部
教
授
・
大

学
院
法
学
研
究
科
教
授
井
上
睦
▽
法
学
部
教

授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
堀
内
匠
▽
人

文
学
部
教
授
・
大
学
院
文
学
研
究
科
（
博
）
教

授
杉
江
聡
子
▽
工
学
部
教
授
・
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
安
藤
直
哉
▽
経
営
学
部
准
教

授
・
大
学
院
経
営
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
中

川
裕
美
▽
法
学
部
教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科

（
修
）
准
教
授
津
田
久
美
子
▽
人
文
学
部
教
授
・

大
学
院
文
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
谷
端
郷

令
和
８
年
４
月
１
日
付

▽
工
学
部
教
授
日
野
智
▽
経
営
学
部
准
教
授

水
島
梨
紗
▽
経
営
学
部
准
教
授
真
木
圭
亮
▽

経
営
学
部
准
教
授
中
津
川
雅
宣
▽
法
学
部
准

教
授
・
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
前
田
星

▽
人
文
学
部
准
教
授
・
大
学
院
文
学
研
究
科

准
教
授
佐
藤
亮
輔
▽
工
学
部
准
教
授
佐
藤
直

人
▽
経
営
学
部
講
師
福
地
駿
乃
介
▽
法
学
部

講
師
出
口
航
▽
人
文
学
部
（
教
職
課
程
）
講
師

林
恵
子

令
和
８
年
４
月
１
日
付

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
博
）
教
授
大
滝
哲
祐

▽
大
学
院
法
学
研
究
科
（
修
）
准
教
授
菅
野
直

之
▽
大
学
院
工
学
研
究
科
（
修
・
博
）
教
授
カ

ス
ト
ロ
ホ
ワ
ン
ホ
セ
▽
大
学
院
工
学
研
究
科

（
博
）
教
授
佐
々
木
裕
司

﹇
職
　
員
﹈

令
和
７
年
６
月
30
日
付

▽
教
務
セ
ン
タ
ー
主
任
大
西
彩
加

令
８
年
３
月
31
日
付

▽
工
学
部
事
務
長
・
大
学
院
工
学
研
究
科
事

務
長
楠
智
裕
▽
開
発
研
究
所
事
務
長
川
田
裕

之
▽
入
試
部
入
試
課
臨
時
事
務
員
飯
田
真
衣

▽
法
学
部
書
記
中
原
沙
彩令

和
８
年
４
月
１
日
付

▽
経
営
学
部
係
長
松
枝
郁
実

令
和
８
年
４
月
１
日
付

▽
事
務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
書
記
宮
崎

栞
▽
人
文
学
部
書
記
松
本
悠
暉
▽
教
務
セ
ン

タ
ー
書
記
杉
林
蒼
太
▽
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
書
記
津
田
芳
▽
入
試
部
入
試
課
臨
時
事

務
員
中
村
恵
子

令
和
８
年
４
月
１
日
付

（　

）
内
は
前
職

▽
事
務
部
庶
務
課
係
長
畠
田
康
平
（
事
務
部

庶
務
課
係
長
（
兼
）
事
務
部
国
際
交
流
課
係
長

か
ら
兼
務
を
解
く
）
▽
工
学
部
係
長
滝
本
広

太
（
経
営
学
部
係
長
）
▽
事
務
部
庶
務
課
主
任

大
谷
浩
輔
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▽
経
済
学
部
主
任
一
条
昌
弘
（
人
文
学
部
主

任
）▽
工
学
部
主
任
前
田
将
司（
図
書
館
主
任
）

▽
図
書
館
書
記
松
久
楓
（
工
学
部
書
記
）
▽

北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
長
柴
田
敬

司
（
北
海
商
科
大
学
事
務
長
・
大
学
院
事
務
長
）

▽
入
試
部
入
試
課
係
長
引
谷
俊
彦
（
北
海
商

科
大
学
主
任
）
昇
格
▽
事
務
部
国
際
交
流
課
係

長
石
川
尚
子
（
北
海
学
園
事
務
局
経
営
企
画

部
経
営
企
画
課
主
任
）
昇
格
▽
北
海
学
園
事
務

局
管
財
部
管
理
課
係
長
及
川
雅
文
（
入
試
部

入
試
課
係
長
）
▽
北
海
学
園
事
務
局
総
務
部
総

務
課
主
任
藤
林
幹
生
（
事
務
部
庶
務
課
書
記
）

昇
格
▽
北
海
商
科
大
学
主
任
白
川
貴
規
（
事

務
部
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
主
任
）

退　

職

解　

任

任　

命

昇　

格

採　

用

大
学
院
担
当
発
令

退　

職

昇　

格

採　

用

異　

動

人人
事事
往往
来来

　

本
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ
た
石
井
晴
子
先
生
（
元
経
営
学
部
教
授
）、
上

野
誠
治
先
生
（
元
人
文
学
部
教
授
）、
小
野
丘
先
生
（
元
工
学
部
教
授
）
の
永
年
に

わ
た
る
教
育
研
究
、
大
学
運
営
、
社
会
活
動
の
功
績
に
対
し
同
日
、
本
学
第
三
会

議
室
で
、
名
誉
教
授
の
称
号
が
森
下
宏
美
学
長
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

▽
石い

し

井い

晴は
る

子こ

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
55
年
津
田
塾
大
学
学

芸
学
部
英
文
学
科
卒
業
、
昭
和
55
年

Beckman Instruments Co., Ltd.

、

昭
和
57
年Sim

ul International
C
o., Ltd.

、
昭
和
59
年
札
幌IAY

（International A
cadem

y 
for Youth

）、
昭
和
60
年
Ｅ
Ｃ
英

会
話
（English Circles

）、
昭

和
63
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
８

年
同
助
教
授
、
平
成
９
年School 

for International Training, 
Brattleboro, Verm

ont, USA

修
了
（
教
授
法
修
士
）、
平
成
10
年
共

通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
平

成
13
年
経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
14

年
経
済
学
部
教
授
、
平
成
15
年
経
営

学
部
教
授
（
英
語
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
担
当
）、
令
和
８
年

Institute of E
ducation,

University College London,
U
K

修
了
（
教
育
学
博
士
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
辞
典
』、
論
文
：「A case 

study of an international
exchange program

me in Japan:
A pilot study.

」、「M
aking sense

of being a global citizen:
Participants’ understandings
and relational learning in 
the SW

Y program
m
e

」

▽
上う

え

野の

誠せ
い

治じ

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
58
年
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
英
米
文
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
（
文
学
修
士
）、
昭
和
62
年
北

海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
英
米
文

学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本
学
園
大
学

教
養
部
講
師
（
現
北
海
道
医
療
大
学
）、

昭
和
63
年
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部

講
師
、平
成
４
年
本
学
教
養
部
助
教
授
、

平
成
10
年
人
文
学
部
助
教
授
、
平
成

15
年
人
文
学
部
教
授
（
英
語
学
概
論

Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
英
語
研
究

特
殊
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
27
年

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課

程
担
当
（
欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文

指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
平
成

28
年
人
文
学
部
長
（
平
成
31
年
３
月

ま
で
）、令
和
２
年
文
学
研
究
科
長
（
令

和
５
年
３
月
ま
で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
言
葉
の
窓
か
ら
見
え
る
風
景

―
英
語
を
手
が
か
り
に
言
葉
の
世
界
を

探
る
―
』、
論
文
：「
語
の
派
生
と
内

部
構
造
に
つ
い
て
―coeducation

の
派
生
と
逆
形
成
の
観
点
か
ら
―
」、

「
イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
の
法
則
に
関
す
る

覚
え
書
き
―spinach

の
発
音
は

[spínitʃ]

か[spínidʒ]

か
―
」

▽
小お

野の

丘た
か
し

名
誉
教
授

【
略
歴
】
昭
和
56
年
北
海
道
大
学
工
学

部
土
木
工
学
科
卒
業
、
昭
和
56
年
北

海
道
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
助
手
、

昭
和
59
年
戸
田
建
設
株
式
会
社
技
術

研
究
所
、
昭
和
62
年
苫
小
牧
工
業
高

等
専
門
学
校
土
木
工
学
科
助
手
、
平
成

６
年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
11

年
同
教
授
（
土
質
工
学
な
ど
担
当
）、

平
成
12
年
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
土
質
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、
平

成
15
年
博
士
（
工
学
）（
北
海
道
大
学
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
寒
冷
地
地
盤
工
学
』、

論
文
：「
粘
性
土
の
軸
対
称
三
軸
応
力

下
に
お
け
る
凍
結
・
融
解
履
歴
に
つ
い

て
」、「Lateral deform

ation of 
freezing clay under triaxial 
stress condition using 
laser-m

easuring device

」

名
誉
教
授
の
称
号
授
与 名誉教授称号記授与式にて。

前列左から佐藤淳副学長、石井晴子名誉教授、森下宏美学長、小野丘名誉教授、
上野誠治名誉教授、須田一弘副学長。後列左から浅妻裕経済学部長、館田晶
子前法学部長、植松武是工学部長、森川慎也人文学部長、杉山匡事務部長。

入
学
式
挙
行

令
和
８
年
度

学
生
証
デ
ザ
イ
ン
一
新

　

本
学
の
学
生
証
は
、
か
つ
て

は
紙
製
で
二
つ
折
り
だ
っ
た
も

の
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
に
な

り
、
そ
の
後
約
20
年
も
の
間
、

ほ
ぼ
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間

に
、
校
章
（「
学
」
の
文
字
を

か
た
ど
っ
た
マ
ー
ク
）
の
デ
ザ

イ
ン
が
入
っ
て
い
た
も
の
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
に

変
わ
る
な
ど
の
小
さ
な
変
更
は

あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
学
生
に
親
し
ま
れ
、
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
学
生
証
が
、
２
０
２
６

年
の
新
入
生
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン

を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
青
を

基
調
と
し
た
も
の
か
ら
、
白
を

基
調
と
し
た
カ
ー
ド
に
大
き
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク

を
入
れ
て
、
さ
ら
に
は
新
し
く

誕
生
し
た
本
学
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
キ
タ
ノ
コ
』
を
カ
ー
ド

の
片
隅
に
添
え
る
デ
ザ
イ
ン
の

学
生
証
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
れ
ま
で
は
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ

を
搭
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を

搭
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま

し
た
。今
後
、

学
内
で
の
利

用
の
幅
を
広

げ
る
取
り
組

み
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

旧
デ
ザ
イ
ン
（
上
）
と
新
デ
ザ
イ
ン

　

教
育
振
興
会
に
令
和
７
年
度

も
多
く
の
個
人
や
団
体
か
ら
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
尊
い
お
志
に
た
い
し
ま
し

て
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
７
年
度
寄
付
者
ご
芳
名

と
、
教
育
振
興
資
金
収
支
決
算

報
告
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
は

次
の
通
り
で
す
。

　

令
和
７
年
10
月
に
、
こ
れ
ま

で
設
置
各
校
で
運
用
し
て
き
た

教
育
振
興
資
金
を
継
承
し
、
そ

の
支
援
内
容
を
さ
ら
に
拡
充
・

発
展
さ
せ
る
形
で
、
学
校
法
人

北
海
学
園
「
北
海
学
園
パ
イ
オ

ニ
ア
基
金
」
を
創
設
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
個
人
】〔
敬
称
略
〕

寄
付
者
ご
芳
名

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

寄
付
の
お
礼
と
監
査
報
告

教
育
振
興
会

▼
10
万
円
未
満

飯
野
海
彦
、
伊
熊
克
己
、
小
松

か
お
り
、
仲
丸
英
起
、
増
地
あ

ゆ
み
、
水
野
谷
武
志
、
宮
入
隆

他
匿
名
１
名

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

山
田
早
希
子

▼
100
万
円
以
上
500
万
円
未
満

朝
倉
利
光

▼
金
額
非
公
開

上
野
誠
治
、
神
山
義
治
、
川
村

雅
則
、
鈴
木
洋
之
、
須
田
一
弘
、

館
田
晶
子
、
マ
ン
ビ
イ
ア
ン
、
山

田
俊
郎

他
匿
名
５
名

【
企
業
・
法
人
・
団
体
】

▼
10
万
円
以
上
50
万
円
未
満

北
海
学
園
大
学
経
営
学
部
蓬
門
会

【
令
和
７
年
度
寄
付
金
合
計
】

４
、９
８
０
、０
０
０
円

【
寄
付
金
累
計
】

２
０
５
、６
９
４
、５
１
３
円
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学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
環
境

政
策
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成

23
年
教
授
（
経
済
政
策
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
25
年
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
担
当
（
環
境
政
策

特
殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
６

年
経
済
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
部
長

今こ
ん

野の

喜よ
し

文ふ
み

教
授

平
成
12
年
慶
應

義
塾
大
学
大
学

院
商
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位

取
得
満
期
退
学
、
平
成
12
年
北
星

学
園
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
平

成
15
年
助
教
授
、
平
成
18
年
准
教

授
、
平
成
21
年
教
授
、
平
成
26
年

本
学
経
営
学
部
教
授
（
経
営
戦
略

な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
営
学
研
究

科
修
士
課
程
・
博
士
課
程
担
当
（
経

営
戦
略
論
特
殊
講
義
、
経
営
戦
略

論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
令
和
６

年
経
営
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
法
学
部
長

本ほ
ん

田だ

宏
ひ
ろ
し

教
授

平
成
11
年
北
海

道
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
、
平
成
14
年
博
士
（
法

学
）、
平
成
11
年
本
学
法
学
部
講
師
、

平
成
14
年
助
教
授
、
平
成
22
年
教

授
（
政
治
過
程
論
な
ど
担
当
）、
平

成
22
年
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
、
平
成
26
年
法
学
研
究

科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
政

治
過
程
論
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、

令
和
８
年
法
学
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
人
文
学
部
長

森も
り

川か
わ

慎し
ん

也や

教
授

平
成
27
年
東
京

大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科

博
士
課
程
言
語

情
報
科
学
専
攻
修
了
、
平
成
27
年

博
士
（
学
術
）（
東
京
大
学
大
学
院
）、

平
成
25
年
山
形
大
学
基
盤
教
育
院

講
師
、
平
成
29
年
本
学
人
文
学
部

講
師
（
英
米
文
学
史
Ⅰ
な
ど
担
当
）、

平
成
31
年
准
教
授
、
大
学
院
文
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
英
米
文

学
特
殊
講
義
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和

▼
副
学
長須す

田だ  
一か

ず

弘ひ
ろ

人
文
学
部
教
授

平
成
２
年
北
海

道
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博

士
課
程
行
動
科

学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
16

年
博
士
（
農
学
）（
鹿
児
島
大
学
）、

平
成
２
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
（
Ｐ
Ｄ
）、
平
成
４
年
本
学

教
養
部
講
師
、
平
成
５
年
同
人
文

学
部
講
師
、
平
成
８
年
同
人
文
学

部
助
教
授
、
平
成
11
年
同
人
文
学

部
教
授
（
文
化
人
類
学
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
18
年
大
学
院
文
学
研
究

科
修
士
課
程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化

論
特
殊
講
義
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

25
年
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
ア
ジ
ア
文
化
論

特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
26

年
文
学
研
究
科
長
、
令
和
５
年
副

学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
副
学
長佐さ

藤と
う

淳
じ
ゅ
ん

経
営
学
部
教
授

平
成
６
年
東
北

大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

教
育
心
理
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、

平
成
21
年
博
士
（
教
育
学
）（
東
北

大
学
）、
平
成
６
年
本
学
教
養
部
講

師
、
平
成
９
年
同
教
養
部
助
教
授
、

平
成
10
年
同
経
済
学
部
助
教
授
、

平
成
14
年
同
経
済
学
部
教
授
、
大

学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
（
学
習
心
理
学
な
ど
担
当
）、
平

成
15
年
同
経
営
学
部
教
授
（
学
習

心
理
学
な
ど
担
当
）、
平
成
22
年
大

学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
学
習
心
理
学
特
殊
研

究
な
ど
担
当
）、
平
成
24
年
経
営
学

部
長
、
令
和
２
年
経
営
学
研
究
科

長
、
令
和
５
年
副
学
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
部
長

浅あ
さ

妻づ
ま

裕
ゆ
た
か

教
授

平
成
14
年
一
橋

大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博

士
課
程
応
用
経

済
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平
成
14

年
本
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
18

年
助
教
授
、
平
成
19
年
准
教
授
（
職

名
変
更
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
済

４
年
教
授
、
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
欧
米

言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊

演
習
Ⅶ
Ａ
な
ど
担
当
）、
令
和
７
年

人
文
学
部
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
工
学
部
長

植う
え

松ま
つ

武た
け

是よ
し

教
授

平
成
８
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
建

築
工
学
専
攻
博

士
後
期
過
程
修
了
（
工
学
）、
平
成

８
年
北
海
道
立
寒
地
住
宅
都
市
研

究
所
研
究
職
員
、
平
成
14
年
北
海

道
立
総
合
研
機
構
建
築
研
究
本
部

北
方
建
築
総
合
研
究
所
研
究
職
員
、

平
成
20
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構

建
築
研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研

究
所
生
産
シ
ス
テ
ム
科
長
、
平
成

22
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構
建
築

研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所

主
査
（
生
産
シ
ス
テ
ム
）、
平
成

23
年
北
海
道
立
総
合
研
機
構
建
築

研
究
本
部
北
方
建
築
総
合
研
究
所

主
査
（
構
法
）、
平
成
27
年
北
海

道
立
総
合
研
機
構
建
築
研
究
本
部

北
方
建
築
総
合
研
究
所
主
査
（
建

築
シ
ス
テ
ム
）、
平
成
28
年
北
海

道
立
総
合
研
機
構
森
林
研
究
本
部

林
産
試
験
場
主
査
（
防
火
）、
平
成

29
年
本
学
工
学
部
教
授
（
建
築
振

動
論
な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
工
学

部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
済
学
研
究
科
長石い
し

井い

健
た
け
し

教
授

平
成
10
年
一
橋

大
学
大
学
院
社

会
学
研
究
科
後

期
博
士
課
程
地

域
社
会
研
究
専
攻
単
位
修
得
退
学
、

平
成
21
年
博
士
（
社
会
学
）（
一
橋

大
学
大
学
院
）、
平
成
10
年
一
橋
大

学
社
会
科
学
古
典
資
料
セ
ン
タ
ー

助
手
、
平
成
15
年
北
海
道
教
育
大

学
教
育
学
部
岩
見
沢
校
助
教
授
、
平

成
18
年
同
札
幌
校
助
教
授
、
平
成

19
年
同
准
教
授
、
平
成
28
年
本
学

経
済
学
部
教
授
（
西
洋
経
済
史
Ⅰ
・

Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
、博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
比
較
経
済
政
策
史
特

殊
研
究
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
令
和
３
年

経
済
学
部
長
、
令
和
７
年
経
済
学

研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
経
営
学
研
究
科
長伊い

藤と
う

友と
も

章あ
き

教
授

平
成
８
年
明
治

大
学
大
学
院
商

学
研
究
科
商
学

専
攻
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
、
平
成
８
年
本
学

経
済
学
部
講
師
、
平
成
10
年
助
教

授
、
平
成
15
年
経
営
学
部
助
教
授
、

平
成
16
年
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
19
年
教
授

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
担
当
）、
平

成
23
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
30

年
経
営
学
部
長
、
令
和
８
年
経
営

学
研
究
科
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
法
学
研
究
科
長神か

ん

元も
と

隆た
か

賢よ
し

教
授

平
成
14
年
成
城

大
学
大
学
院
法

学
研
究
科
博
士

課
程
後
期
法
律

学
専
攻
満
期
退
学
、
平
成
18
年
博

士
（
法
学
）（
成
城
大
学
）、
平
成

20
年
三
重
中
京
大
学
現
代
法
経
学

部
准
教
授
、
平
成
22
年
本
学
法
学

部
准
教
授
、
平
成
23
年
大
学
院
法

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
個
別

刑
法
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
28
年

教
授
（
刑
法
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成

31
年
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
刑

法
特
殊
研
究
な
ど
担
当
）、
令
和
６

年
法
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
文
学
研
究
科
長

手て

塚づ
か

薫
か
お
る

教
授

平
成
２
年
早
稲

田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博

士
課
程
退
学
、

博
士
（
文
学
）、
平
成
２
年
北
海
道

開
拓
記
念
館
学
芸
員
、
平
成
21
年

本
学
人
文
学
部
准
教
授
、
平
成
21

年
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程

担
当
、
平
成
23
年
教
授
（
人
類
学

な
ど
担
当
）、
平
成
25
年
文
学
研
究

科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
ア
イ

ヌ
文
化
論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、

令
和
８
年
文
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
工
学
研
究
科
長菊き
く

地ち

慶よ
し

仁ひ
と

教
授

昭
和
62
年
北
海

道
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
精

密
工
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
、
平
成
８
年
北
海
道

大
学
博
士
（
工
学
）、
昭
和
62
年
東

芝
、
平
成
元
年
本
学
工
学
部
助
手
、

平
成
10
年
助
教
授
、
平
成
10
年
サ

ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
研
究
局
客
員

研
究
員
、
平
成
13
年
教
授
（
デ
ー

タ
工
学
な
ど
担
当
）、
平
成
13
年
大

学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
、

平
成
18
年
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
客
員

教
授
、
平
成
22
年
工
学
研
究
科
博

士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
情
報
モ

デ
リ
ン
グ
工
学
特
別
講
義
な
ど
担

当
）、
令
和
８
年
工
学
研
究
科
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
教
務
セ
ン
タ
ー
長

北き
た

原は
ら

博
ひ
ろ
し

法
学
部
教
授

平
成
10
年
大
阪

市
立
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

独
文
学
専
攻
単
位
取
得
退
学
、
平

成
16
年
博
士
（
文
学
）（
大
阪
市
立

大
学
）、
平
成
19
年
本
学
法
学
部
准

教
授
、
平
成
23
年
教
授
（
ド
イ
ツ

語
な
ど
担
当
）、
令
和
６
年
教
務
セ

ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
学
生
部
長宮

み
や

入い
り

隆
た
か
し

経
済
学
部
教
授

平
成
17
年
北
海

道
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
生

物
資
源
生
産
学
専
攻
修
了
、
博
士

（
農
学
）、
平
成
17
年
北
海
道
大
学

科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養

成
ユ
ニ
ッ
ト
博
士
研
究
員
、
平
成

20
年
秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科

学
部
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
助
教
、

平
成
25
年
本
学
経
済
学
部
准
教
授
、

平
成
26
年
大
学
院
経
済
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
農
業
政
策
特
殊

講
義
な
ど
担
当
）、
平
成
28
年
教
授

（
食
料
・
農
業
経
済
論
Ⅰ
な
ど
担

当
）、
平
成
28
年
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
担
当
（
農
村
再
編

政
策
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令

和
６
年
学
生
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長

佐さ

藤と
う

大だ
い

輔す
け

経
営
学
部
教
授

平
成
19
年
神
戸

大
学
大
学
院
経

営
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期
課

程
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
専

攻
）
修
了
、
博
士
（
経
営
学
）、
平

成
14
年
本
学
経
済
学
部
講
師
（
経

営
管
理
な
ど
担
当
）、
平
成
15
年
本

学
経
営
学
部
講
師
、
平
成
17
年
助

教
授
、
平
成
19
年
准
教
授
（
職
名

変
更
）、
平
成
21
年
大
学
院
経
営
学

研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
経
営
管

理
論
特
殊
講
義
な
ど
担
当
）、
平
成

24
年
教
授
、
令
和
６
年
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
入
試
部
長

柾ま
さ

木き

貴た
か

之ゆ
き

経
済
学
部
教
授

平
成
29
年
東
京

大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科

言
語
情
報
科
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
、
令
和

２
年
本
学
経
済
学
部
准
教
授
、
令

和
６
年
教
授
（
英
語
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
令
和
８
年
度
入

試
部
長

◆　
　

◆　
　

◆

▼
図
書
館
長

小こ

松ま
つ　

か
お
り
人
文
学
部
教
授

平
成
10
年
京
都

大
学
大
学
院
理

学
研
究
科
動
物

学
専
攻
博
士
後

期
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成
12

年
京
都
大
学
博
士
（
理
学
）
取
得
、

平
成
13
年
静
岡
大
学
人
文
学
部
助

教
授
、
平
成
23
年
同
教
授
、
平
成

28
年
本
学
人
文
学
部
教
授
（
文
化

人
類
学
Ⅱ
な
ど
担
当
）、
大
学
院
文

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
環
境

文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ｉ
な
ど
担
当
）、

文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程

担
当
（
欧
米
歴
史
環
境
文
化
論
文

指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ
な
ど
担
当
）、

令
和
４
年
人
文
学
部
長
、
令
和
８

年
図
書
館
長◆　

　

◆　
　

◆

▼
北
方
共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
長

上う
え

園ぞ
の

昌ま
さ

武た
け

経
済
学
部
教
授

平
成
11
年
大
阪

市
立
大
学
大
学

院
経
営
学
研
究

科
商
学
専
攻
後

期
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
平
成

11
年
島
根
大
学
文
学
部
講
師
、
平

成
13
年
同
助
教
授
（
准
教
授
）、
平

成
23
年
同
教
授
、
令
和
２
年
本
学

経
済
学
部
教
授
（
産
業
経
済
論
な

ど
担
当
）、
令
和
２
年
大
学
院
経
済

学
研
究
科
修
士
課
程
・
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
経
済
政
策
総
論
特
殊

講
義
な
ど
担
当
）、
令
和
８
年
北
方

共
創
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

副
学
長
・
学
部
長
・
研
究
科
長
・
機
関
長

令和８年度

物語世界に謎の未確認動物を追え！

　

２
０
２
６
年
２
月
放
送
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
「
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
ミ

ス
テ
リ
ー
」
に
、
ス
タ
ジ
オ
解

説
者
と
し
て
出
演
い
た
し
ま
し

た
。
特
集
は
「
謎
の
未
確
認
動

物
を
追
え
！
」
で
、
南
米
の
チ
ュ

パ
カ
ブ
ラ
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ス

マ
ン
、
コ
ン
ゴ
の
モ
ケ
ー
レ
・

ム
ベ
ン
ベ
と
い
っ
た
、
人
気
の

高
い
現
代
未
確
認
動
物
た
ち
が

テ
ー
マ
。
私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
収
録
を
楽
し
ん
だ
次
第
で

す
。

　

中
国
文
学
が
専
門
の
私

で
す
が
、
元
々
の
関
心
の

中
心
は
現
実
と
虚
構
の
あ

わ
い
で
跳
梁
跋
扈
す
る
怪

獣
た
ち
の
物
語
で
あ
り
、

特
に
現
代
中
国
で
そ
の
実

在
が
噂
さ
れ
、
一
時
期
社

会
現
象
に
ま
で
な
っ
た
未

確
認
動
物
「
野
人
」・「
水
怪
」

事
件
を
め
ぐ
る
言
説
が
研

究
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
未
知
の

存
在
に
対
す
る
好
奇
心
が

人
一
倍
強
く
、
特
に
雪
男

や
ネ
ッ
シ
ー
の
話
に
夢
中

に
な
り
、
い
つ
か
自
分
で

正
体
を
暴
き
た
い
な
ど
と

大
そ
れ
た
野
望
を
持
っ
て

い
た
も
の
で
す
。
特
撮
怪

獣
映
画
に
出
て
く
る
よ
う
な
、
沈

着
冷
静
で
博
覧
強
記
の
怪
獣
博

士
に
な
る
の
が
夢
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
興
味
の
対
象
は
怪

獣
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
物

語
を
紡
ぎ
続
け
る
人
間
側
へ
と

シ
フ
ト
し
て
い
き
、
院
生

時
代
に
は
「
野
人
」
出
没

が
噂
さ
れ
る
中
国
湖
北
省

神
農
架
の
原
生
林
地
帯
や
、

「
水
怪
」
の
目
撃
が
絶
え
な

い
吉
林
省
の
湖
・
天
池
へ

赴
き
、「
探
検
」
と
銘
打
っ

て
取
材
を
敢
行
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
「
野
人
」
目
撃

談
の
多
く
は
、『
山
海
経
』

（
古
代
の
奇
書
）
は
じ
め
、

中
国
の
物
語
世
界
の
中
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
山
の

妖
怪
譚
・
怪
物
像
の
再
生

産
的
な
内
容
で
す
が
、
時

代
の
要
請
に
よ
っ
て
様
々

な
役
割
を
担
わ
さ
れ
復
活

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
１
９
７
０
年
代
の

初
期
「
野
人
」
騒
動
の
際

に
は
国
の
科
学
力
誇
示
と
い
う

政
治
的
事
情
が
、
ま
た
１
９
９
０

年
代
末
の
再
ブ
ー
ム
の
時
に
は

現
地
の
観
光
促
進
と
い
う
商
業

的
な
理
由
が
大
き
く
絡
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
の
番
組
で
も
、
単
純
な

「
い
る
／
い
な
い
」
で
は
な
く
、

そ
の
噂
が
生
ま
れ
た
歴
史
的
・

社
会
的
背
景
や
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

が
一
つ
に
収
斂
し
て
流
布
し
て

い
く
様
子
、
そ
し
て
未
確
認
動

物
の
「
物
語
」
の
存
在
を
必
要

と
す
る
人
々
の
存
在
な
ど
に
つ

い
て
考
察
す
る
構
成
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
荒
唐
無
稽
と
思
わ

れ
が
ち
な
未
確
認
動
物
で
す
が
、

そ
の
騒
動
の
背
後
に
は
実
に
面

白
い
事
実
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に
、
そ
の

魅
力
が
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

法学部教授

中
なか

根
ね

研
けん

一
いち

番組出演時に控室前で

　

２
０
２
６
年
２
月
28
日
、
米
国

と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
に
対
す

る
大
規
模
な
攻
撃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
が
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
通
過
す
る
船
舶
へ
の
攻

撃
を
警
告
し
た
こ
と
で
、
同
海
峡
は

「
封
鎖
」
状
態
（
厳
密
に
は
、
国
際

法
の
意
味
に

お
け
る
封
鎖

と
は
異
な
り

ま
す
）
と
な

り
、
世
界
経

済
に
大
き
な

混
乱
が
広
が

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
イ
ラ
ン
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

を
航
行
す
る
船
舶
に
対
し
て
、
通
航

料
の
支
払
い
な
ど
を
要
求
し
て
い

る
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ラ
ン

の
対
応
は
、
国
際
法
上
、
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
国

際
海
峡
の
航
行
制
度
を
中
心
に
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　

国
家
は
、
沿
岸
の
海
域
に
12
海

里
（
約
22
㎞
）
の
領
海
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
領
海
に
お
い

て
、
沿
岸
国
は
自
国
の
法
令
を
適
用

し
、
自
国
の
安
全
や
秩
序
を
守
る
た

め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
領
海
に
お

け
る
沿
岸
国
の
権
限
は
無
制
限
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
効
率
的
な
海
上

輸
送
の
た
め
に
は
、
外
国
船
舶
が

妨
害
を
受
け
ず
に
領
海
を
航
行
で

き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

外
国
船
舶
に
は
、
沿
岸
国
の
平
和
や

秩
序
、
安
全
を
侵
害
せ
ず
、
速
や
か

に
領
海
を
通
過
す
る
と
い
う
条
件

の
も
と
で
、
自
由
に
領
海
内
を
航
行

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
無
害
通
航
制
度
で
す
。

　

国
際
海
峡
内
の
水
路
も
、
12

海
里
の
範
囲
は
沿
岸
国
の
領
海
と

な
り
ま
す
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で

も
、
12
海
里
の
範
囲
は
、
沿
岸
国

で
あ
る
イ
ラ
ン
と
オ
マ
ー
ン
の
領

海
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

１
９
８
２
年
に
成
立
し
た
国
連
海

洋
法
条
約
（
現
在
、
１
７
１
カ
国

が
参
加
）
で
は
、
海
上
交
通
の
た

め
に
国
際
海
峡
を
利
用
す
る
国
々

の
意
見
を
反
映
し
て
、
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
を
含
む
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
国
際
海
峡
内
の
領
海
に
お
い

て
、
外
国
船
舶
の
自
由
な
航
行
は

さ
ら
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
通
過
通
航
制
度

と
い
い
、
沿
岸
国
が
こ
れ
を
停
止

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
際
海
峡
の
「
封

鎖
」
や
通
航
料
徴
収
は
、
原
則
と
し

て
国
際
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
確

か
に
、
今
回
の
事
案
で
は
、
他
に

も
考
慮
す
る
べ
き
点
が
あ
り
、
イ

ラ
ン
の
対
応
が
す
べ
て
国
際
法
違

反
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
留
保

が
必
要
で
す
。
第
１
に
、
国
連
海

洋
法
条
約
に
参
加
し
て
い
な
い
イ

ラ
ン
に
対
し
て
、
通
過
通
航
制
度

が
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
第
２
に
、
武
力
紛

争
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
お
い
て
、

通
常
時
と
同
様
に
通
過
通
航
制
度

が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。
第
３
に
、
イ
ラ
ン
は
、

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
攻
撃

に
対
す
る
自
衛
権
を
主
張
し
て
、

措
置
を
正
当
化
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
し

た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
武

力
紛
争
に
直
接
参
加
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
商
船
に
対
す
る
広
範

な
威
嚇
や
通
航
料
徴
収
の
正
当
化

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の「
封
鎖
」と
国
際
法

法
学
部
准
教
授

菅か
ん

野の

直な
お

之ゆ
き

中国留学時代、秘境で「野人」探検
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公
認
会
計
士
試
験
に
合
格

学
長
賞
授
与

　

本
学
経
営
学
部
経
営
学
科
４
年
の

伊
藤
遼
紀
さ
ん
、
同
３
年
の
辻
悠
さ

ん
が
、
難
関
の
国
家
試
験
の
ひ
と
つ

で
あ
る
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
し

た
。
こ
れ
を
称
え
て
、
３
月
23
日
に

関
係
者
同
席
の
も
と
、
森
下
宏
美
学

長
か
ら
学
長
賞
が
授
与
さ
れ
た
（
学

年
は
令
和
８
年
３
月
31
日
現
在
）。辻悠さん（前列中央）、伊藤遼紀さん（授与式は欠席）に学長賞授与

　

北
海
道
に
お
け
る
酪
農
は
、

道
内
お
よ
び
地
域
経
済
を
支
え

る
極
め
て
重
要
な
産
業
で
あ

る
。
現
在
、
道
内
で
は
約
81
万

頭
も
の
乳
牛
が
飼
育
さ
れ
て
お

り
、
年
間
約
９
７
０
万
ト
ン

（
平
成
25
年
時
点
）
と
い
う
膨

大
な
量
の
糞
尿
が
発
生
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
北
海
道
の
一
般

廃
棄
物
年
間
排
出
量
（
平
成
26

年
度
）
の
約
５
倍
に
相
当
す
る
。

　

こ
の
多
量
の
糞
尿
を
そ
の
ま

ま
農
地
へ
散
布
す
る
と
、
悪
臭
の

発
生
や
土
壌
の
嫌
気
化
に
よ
る

植
物
の
根
腐
れ
を
招
く
ほ
か
、
降

雨
や
融
雪
に
よ
る
流
出
・
浸
透
に

よ
っ
て
、
河
川
水
や
地
下
水
と

い
っ
た
水
道
水
源
を
汚
染
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
適

切
な
処
理
後
に
環
境
中
へ
還
元

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
循
環
型
の
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
糞
尿
は
堆
肥
化

し
た
上
で
農
地
へ
還
元
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、糞
尿
は
粘
度
が
高
く
、

通
常
の
曝
気
処
理
で
は
撹
拌
効

果
が
不
十
分
で
、
十
分
に
熟
成
し

た
堆
肥
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。

近
年
、
酪
農
家
戸
数
の
減
少
と
１

戸
当
た
り
飼
育
頭
数
の
増
加
に

よ
り
、
糞
尿
が
地
域
的
に
集
約
さ

れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
多
量
の
糞

尿
を
そ
の
ま
ま
処
理
で
き
る
方

法
と
し
て
、
メ
タ
ン
発
酵
を
利
用

し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
（
Ｂ

Ｇ
Ｐ
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

メ
タ
ン
発
酵
に
よ
り
得
ら
れ

る
消
化
液
は
、
リ
ン
や
窒
素
濃
度

が
高
く
肥
料
と
し
て
の
価
値
が

高
い
。
一
方
で
、
必
要
以
上
に
農

地
へ
散
布
す
る
と
、
土
壌
中
で
の

窒
素
蓄
積
や
、
流
出
・
浸
透
に
よ

る
水
質
汚
濁
を
引
き
起
こ
し
、
水

道
水
源
の
汚
染
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
酪
農
地
域
に

は
小
規
模
浄
水
場
が
多
く
、
浄
水

設
備
の
更
新
や
高
度
処
理
の
導

入
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ

る
。

　

本
研
究
は
、
消
化
液
散
布
が
環

境
水
へ
与
え
る
影
響
の
実
態
把

握
と
、
固
液
分
離
に
よ
る
栄
養
塩

の
固
相
へ
の
固
定
化
、
さ
ら
に
溶

存
態
の
有
機
物
・
窒
素
・
リ
ン
の

除
去
に
よ
っ
て
、
処
理
水
を
環
境

中
へ
安
全
に
還
元
で
き
る
処
理

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
と
し

た
基
礎
研
究
で
あ
る
。

　

消
化
液
か
ら
肥
料
成
分
で
あ

る
リ
ン
と
窒
素
を
分
離
す
る
に

は
、
固
液
分
離
が
不
可
欠
で
あ

る
。
農
地
還
元
を
前
提
と
す
る

と
、
薬
品
を
用
い
な
い
固
液
分
離

が
望
ま
し
い
。
そ

こ
で
、
膜
処
理
技

術
の
一
つ
で
あ
る

ク
ロ
ス
フ
ロ
ー
方

式
（
膜
の
表
面
を
横
方
向
に
流
し

て
目
詰
ま
り
を
防
ぐ
方
法
）
を
適

用
し
、
夾
雑
物
の
除
去
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

現
在
は
、「
リ
ン
と
窒
素
を

ど
の
よ
う
に
分
離
・
回
収
す
る

か
」
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
リ
ン
の
分
離
に
は
一

般
に
凝
集
操
作
が
用
い
ら
れ
る

が
、
薬
品
添
加
が
必
要
と
な

る
。
一
方
、
窒
素
は
ア
ン
モ
ニ
ア

態
で
溶
存
し
て
い
る
た
め
、
凝

集
で
は
分
離
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
（M
agnesium

 
A
m
m
onium

 Phosphate

：

リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ

ニ
ウ
ム
、
リ
ン
と
ア
ン
モ
ニ
ア
を

結
晶
と
し
て
回
収
す
る
技
術
）
法

を
用
い
た
リ
ン
・
窒
素
の
固
形
物

と
し
て
の
回
収
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
源
に
つ
い

て
も
北
海
道
特
有
の
資
源
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。

　

研
究
開
始
以
降
、
国
内
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
確
保
や
肥
料
自
給
の

重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

本
研
究
は
、
本
学
と
し
て
初
め
て

取
り
組
む
技
術
で
あ
り
、
北
海
道

で
発
生
す
る
廃
棄
物
を
有
価
物

へ
転
換
し
、
地
域
の
生
活
を
支
え

る
資
源
と
し
て
再
び
循
環
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

福
島
県
須
賀
川
市
出
身
。
北
見
工
業
大
学
工
学
部
土
木
開
発
工
学
科
卒
業
。
北
見
工
業
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
土
木
開
発
工
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
。
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
環

境
創
生
工
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
、
本
学
准

教
授
を
経
て
、
現
職
。
専
門
は
水
処
理
技
術
に
関
す
る
研
究
。
特
に
、
活
性
炭
を
用
い
た
水
道
原

水
中
の
有
機
物
や
臭
気
物
質
の
除
去
技
術
に
関
す
る
研
究
に
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
国
際
プ
ロ
ジ
ェ

ク
トDESSIN

に
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式
会
社
の
研
究
員
と
し
て
参
加
し
た
。
現
在
は
、
光
触
媒

を
用
い
た
有
機
物
除
去
技
術
、
新
規
凝
集
剤
に
よ
る
有
機
物
除
去
技
術
、
粒
径
２
０
０
nm
の
超
微

粉
末
活
性
炭
を
用
い
た
膜
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
抑
制
技
術
、
酪
農
地
域
の
水
源
保
全
と
資
源
循
環
に
関

す
る
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
本
学
で
は
、
都
市
環
境
工
学
や
環
境
計
測
学
、
環
境
計
測
実
習
な

ど
の
科
目
を
担
当
し
て
い
る
。
日
本
土
木
学
会
、
日
本
水
環
境
学
会
、
日
本
水
道
協
会
に
所
属
。

持
続
可
能
な
循
環
型
処
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討

酪農地域における水道水源負荷の
現状解明と負荷軽減

北海学園学術研究助成事業報告37

研究
課題

酪農地域における水道水源負荷の

北海学園学術研究助成事業報告37

工学部教授  安
あん

藤
どう

直
なお

哉
や

イギリス／ヨーク大学

（専門：イギリス近世・近代史）

イギリスの大学図書館の電子化事情

人文学部教授 仲
なか

丸
まる

英
ひで

起
き

　

２
０
２
５
年
９
月
か
ら
半
年

間
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ク
大
学
に

お
い
て
在
外
研
修
を
行
う
機

会
を
得
て
、
恵
ま
れ
た
環
境

の
も
と
、
研
究
に
専
念
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ク
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
と
と

も
に
ブ
リ
テ
ン
島
に
設
置
さ

れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
大
司
教
管

区
の
中
心
と
し
て
発
展
し
た

古
都
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。

近
世
以
降
も
大
聖
堂
を
中
核

と
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北

部
に
お
け
る
宗
教
・
経

済
・
軍
事
の
要
衝
で
あ

り
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
ヨ
ー
ク
は
、
い

わ
ゆ
る
イ
ギ
リ
ス
の
地

方
都
市
ら
し
い
落
ち
着

い
た
佇
ま
い
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
単
身
者
向

け
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
は

あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
私
は

キ
ー
ス
さ
ん
と
い
う
男
性

と
、
そ
の
愛
犬
ブ
ル
ー
が

暮
ら
す
家
の
一
室
を
借
り
、
共

同
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

研
修
先
と
し
て
ヨ
ー
ク

を
選
ん
だ
理
由
は
、
私
が

現
在
研
究
対
象
と
し
て
い

る
17
世
紀
の
人
物
が
こ
の

地
域
に
活
動
拠
点
を
置
い

て
お
り
、
関
連
す
る
史
資

料
が
近
隣
の
大
学
や
文
書

館
に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。
歴
史
学
研
究

の
基
本
は
、
史
料
を
解
読
・

分
析
し
、
そ
れ
を
既
存
の

学
説
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

検
討
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
在
外
研
修
期
間
中
は
、

大
学
か
ら
提
供
さ
れ
た
研

究
室
に
お
い
て
、
朝
か
ら

夕
方
ま
で
史
資
料
と
向
き

合
う
日
々
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
特
に
私
が

優
れ
て
い
る
と
感
じ
た
大

学
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
書

庫
の
狭
隘
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

多
く
の
図
書
館
に
お
い
て
新
規
購

入
書
籍
は
電
子
版
が
基
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
館
内
蔵
書
を

複
写
す
る
場
合
に
は
料
金
が
発
生

す
る
一
方
、こ
れ
を
ス
キ
ャ
ン
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
自
身
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
送
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
は

無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
老

眼
が
進
み
つ
つ
あ
る
身
に
は
や
や

厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ス

ト
面
や
利
便
性
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
電
子
化
の

流
れ
は
、
近
い
将
来
、
日
本
の
図

書
館
に
も
及
ん
で
く
る
可
能
性
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
他
図
書
館
と
の
相
互

貸
借
サ
ー
ビ
ス
も
無
料
か
つ
迅
速

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
か
ら

依
頼
し
て
お
よ
そ
３
日
ほ
ど
で
、

他
大
学
の
図
書
館
か
ら
書
籍
が
届

き
ま
し
た
。
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
が
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、
特
に
地
方
に
お
い
て
学
生
や

教
員
が
研
究
活
動
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
大
学
間
の
連
携
を

通
じ
て
、
情
報
入
手
に
要
す
る
労

力
や
費
用
を
低
減
し
て
い
く
こ
と

が
、
日
本
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

下宿先の大家であるキースさん、ブルーと

中
世
の
街
並
み
が
保
存
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ク
市
中
心
部
の
シ
ャ
ン
ブ
ル
ズ
通
り

　

今
年
２
０
２
６
年
は
、
い
よ

い
よ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
気
に

入
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に

ま
と
い
、
選
手
の
華
麗
な
プ
レ
ー

に
一
喜
一
憂
す
る
―
―
そ
ん
な

大
会
の
熱
気
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
、
ゲ
ー
ム
分
析
を
学

ぶ
現
在
の
私
に

と
っ
て
、
今
回
の

大
会
は
、「
客
観

的
な
視
点
」
か
ら

楽
し
む
場
に
な
り

そ
う
で
す
。
近

年
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
統
計
学

的
に
チ
ー
ム
を
分
析
す
る
手
法

が
急
速
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

野
球
の
「
セ
イ
バ
ー
メ
ト
リ
ク

ス
」
か
ら
広
ま
っ
た
こ
の
考
え

方
は
、
今
や
サ
ッ
カ
ー
の

戦
略
立
案
に
も
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
「
ゴ
ー
ル
期
待
値
（
ｘ

Ｇ
）」
と
い
う
指
標
が
あ
り

ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
の
角
度
や

距
離
か
ら
「
そ
の
チ
ャ
ン
ス

が
ど
れ
だ
け
得
点
に
結
び
つ

く
か
」
を
数
値
化
し
た
も
の

で
す
。
実
は
、
Ｐ
Ｋ
（
ペ
ナ

ル
テ
ィ
キ
ッ
ク
）
の
期
待
値

は
お
よ
そ
０
・
７
５
〜
０
・
８

程
度
で
す
。
11
メ
ー
ト
ル
と

い
う
至
近
距
離
―
―
路
線
バ

ス
一
台
分
ほ
ど
の
距
離
―
―

か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
で
あ
っ
て

も
、
決
し
て
１
０
０
％
決
ま
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
数
値

の
差
か
ら
、
キ
ッ
カ
ー
に
は
極

限
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
想
像
で
き
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
「
Ｖ
Ａ

Ｅ
Ｐ
」
と
い
う
指
標
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
パ
ス
や

ド
リ
ブ
ル
一
つ
ひ
と
つ
が
、
最

終
的
な
得
点
確
率
に
ど
れ
だ
け

貢
献
し
た
か
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
を
用
い

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

感
覚
的
に
語
ら
れ
て
い

た
「
貢
献
度
の
高
い
選

手
」
や
「
効
果
的
な
戦
術
」

を
、
立
体
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
緻

密
な
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を

包
む
「
熱
狂
」
を
完
全
に

図
り
切
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
日
本
代

表
が
、
戦
術
に
長
け
た
強

豪
国
と
対
戦
す
る
場
面
を

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た

と
え
指
標
の
値
が
低
く
と
も
、

ひ
と
た
び
ゴ
ー
ル
が
決
ま
れ
ば

日
本
中
の
空
気
は
一
変
し
ま
す
。

地
響
き
の
よ
う
な
歓
声
、
選
手

の
弾
け
る
よ
う
な
表
情
、
そ
の

場
に
い
る
全
員
の
思
い
が
一
つ

に
な
る
瞬
間
。
あ
の
一
体
感
と

高
揚
感
は
、
ど
ん
な
数
字
に
も

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
は
、
デ
ー
タ
に
よ
る
予
測
を

鮮
や
か
に
超
え
る
瞬
間
が
何
度

も
訪
れ
ま
す
。
も
し
す
べ
て
が

計
算
通
り
に
進
む
の
だ
と
し
た

ら
、
私
た
ち
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
１
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
心
を
動

か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。

　

大
学
で
の
学
び
を
通
じ
、
私

は
デ
ー
タ
の
持
つ
大
き
な
力
を

実
感
す
る
と
同
時
に
、
数
値
だ

け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
「
人
の

心
の
動
き
」
の
尊
さ
に
も
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ジ

カ
ル
に
分
析
す
る
楽
し
さ
と
、

理
屈
抜
き
に
心
が
震
え
る
瞬
間
。

今
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、

そ
の
両
方
を
大
切
に
噛
み
締
め

な
が
ら
、
ピ
ッ
チ
を
見
つ
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

データと熱狂のあいだで

経
営
学
部
准
教
授

吉よ
し

田だ

充
ま
こ
と

トピックストピックス
8383

　

経
営
学
部
・
佐
藤
大
輔
研
究

室
で
は
、
北
海
道
ろ
う
き
ん
（
北

海
道
労
働
金
庫
）
と
の
連
携
に

基
づ
く
取
り
組
み
の
中
で
、
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
テ
ー
マ
と
す

る
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
当
初
、
投
資
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

企
画
を
構
想
し
て
い
ま
し
た
が
、

調
査
を
進
め
る
中
で
、
特
に
若

者
を
狙
う
金
融
犯
罪
が
近
年
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
当
事
者
で
も
あ
る
学
生

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
う
し

た
現
状
は
人
ご
と
で
は
な

く
、
投
資
詐
欺
な
ど
を
含

む
金
融
犯
罪
に
関
す
る
啓

発
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
を
進
め
る
に
あ
た

り
豊
平
警
察
署
に
協
力
を

打
診
し
、
最
終
的
に
は
同

署
と
北
海
道
ろ
う
き
ん
、

佐
藤
研
究
室
の
三
者
連
携

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
両
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
詐
欺
な
ど
に
関

す
る
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
動
画
に
よ
る
情
報
発

信
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
警
察
か
ら
実
際
の
制
服
を

借
り
る
な
ど
の
協
力
を
得
つ
つ
、

数
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
構
成
さ

れ
た
啓
発
動
画
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
脚
本
や
出
演
は
す
べ
て

学
生
自
身
が
手
が
け
、
編
集
に

つ
い
て
も
最
後
ま
で
学
生
が
担

当
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
最
終
報
告
会
が
行

わ
れ
、
豊
平
警
察
署
か
ら
の
表

彰
や
各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取

材
も
受
け
ま
し
た
。
こ
の
動
画

は
今
後
、
豊
平
警
察
署
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

経
営
学
部
佐
藤
大
輔
研
究
室

北
海
道
労
金
・
豊
平
警
察
署
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

豊平警察署により表彰された

　

元
副
学
長
名
誉
教
授
魚う
お
住ず
み

純
じ
ゅ
ん
先

生
（
72
歳
）
が
令
和
８
年
２
月
24
日
、

本
学
経
済
学
部
教
授
市い
ち
川か
わ

大だ
い
祐す
け
先

生
（
52
歳
）
が
令
和
８
年
４
月
30
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

魚
住
純
先
生
《
ご
経
歴
》

昭
和
53
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
修
士
課
程
電
子
工
学
専
攻
修
了
、

昭
和
56
年
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
電
子
工
学
専
攻
修

了
（
工
学
博
士
）、
昭
和
56
年
農
林
水

産
省
食
品
総
合
研
究
所
農
林
水
産
技
官
、

昭
和
61
年
北
海
道
大
学
応
用
電
気
研
究

所
光
シ
ス
テ
ム
工
学
部
門
助
手
、
平
成

元
年
同
助
教
授
、
平
成
４
年
北
海
道
大

学
電
子
科
学
研
究
所
助
教
授
、
平
成
11

年
本
学
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
教
授

（
計
算
機
工
学
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
・
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
光
シ
ス
テ
ム
工
学
特
別
講

義
Ｉ
な
ど
担
当
）、
平
成
18
年
入
試
部

長
、
平
成
30
年
工
学
部
長
、
令
和
３
年

副
学
長
、
令
和
６
年
退
職
。

市
川
大
祐
先
生
《
ご
経
歴
》

平
成
10
年
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
日
本
文
化
研
究
専
攻
修
士
課

程
修
了
、
平
成
15
年
同
博
士
課
程
単
位

取
得
退
学
、
平
成
15
年
本
学
経
済
学
部

講
師
、
平
成
19
年
同
准
教
授
、
平
成
23

年
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
担

当
、
平
成
26
年
同
教
授
（
日
本
経
済
史

な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
経
済
学
研
究

科
博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
比
較
経

済
政
策
史
特
殊
研
究
Ⅰ
な
ど
担
当
）

訃  

報
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お
詫
び
と
訂
正

　

学
報
１
４
５
号
（
２
０
２
６
年
３
月
15

日
発
行
）
１
面
「
本
学
と
札
幌
中
央
信
用

組
合
が
包
括
連
携
協
定
締
結
」
の
本
文
２

段
目
８
行
目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

﹇
誤
﹈
社
会
へ
の
愛
着
信
を
持
つ
、
〜

﹇
正
﹈
社
会
へ
の
愛
着
心
を
持
つ
、
〜

　

関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  
本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
二
十
三
回
は
、
経
済

学
史
な
ど
の
授
業
を
担
当
す
る

経
済
学
部
の
吉
井
哲
教
授
の
登

場
で
す
。

ー
ー
ま
ず
は
、
先
生
ご
担
当
の
授

業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

吉
井

僕
が
担
当
し
て
い
る
の

は
経
済
学
史
で
、
16
〜
18
世
紀

の
重
商
主
義
か
ら
、
分
業
の
効

果
を
明
示
し
自
由
と
平
和
を
標

榜
し
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
労

働
力
の
商
品
化
を
ベ
ー
ス
に
資

本
主
義
を
分
析
し
た
カ
ー
ル
・
マ

ル
ク
ス
、
個
人
の
主
観
的
な
効

用
に
着
目
し
た
限
界
革
命
、
政

府
干
渉
の
必
要
性
を
訴
え
た
Ｊ
・

Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
、
80
年
代
の
自

由
化
を
牽
引
し
た
新
古
典
派
経

済
学
な
ど
、
経
済
学
発
展
の
主

な
流
れ
を
解
説
し
ま
す
。
30
回

の
授
業
の
う
ち
、
６
回
ほ
ど
は

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
で
開
発
さ
れ
た
「
ケ
ー
ス
メ

ソ
ッ
ド
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
経
営
者
が
意
思
決

定
に
困
っ
た
状
態
を
想
定
し
て

参
加
者
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
を
追
体
験
す
る
手
法
で
す
。

最
近
取
り
上
げ
た
の
は
、「
貧
し

い
人
は
助
け
る
べ
き
か
？
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
す
。

ー
ー
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
人
は
貧
し

い
人
を
助
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

吉
井
　
人
間
は
群
、
チ
ー
ム
で
自

然
と
戦
っ
て
生
き
て
き
た
の
で
、

仲
間
を
助
け
る
こ
と
が
自
分
を

助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、
つ

ま
り
そ
れ
が
生
存
戦
略
だ
か
ら

と
い
う
説
明
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
の

マ
ル
サ
ス
は
有
名
な
『
人
口
論
』

で
、「
不
況
期
に
人
口
と
食
料
が

不
一
致
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
貧
困
者
を
救
済
す
る
と
不
況

が
長
引
い
て
貧
困
を
悪
化
さ
せ

る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
現
代
日

本
で
こ
れ
に
類
似
し
た
テ
ー
マ

は
生
活
保
護
で
す
ね
。
マ
ル
サ

ス
的
発
想
で
は
、
保
護
費
分
を

社
会
の
発
展
の
た
め
に
使
う
べ

き
、
と
な
る
で
し
ょ
う
。
極
端

な
主
張
で
す
が
、
大
切
な
の
は
、

助
け
る
べ
き
派
と
反
対
派
の
そ

れ
ぞ
れ
が
、
な
ぜ
そ
う
考
え
る

の
か
を
議
論
す
る
こ
と
で
す
。

ー
ー
先
生
が
研
究
さ
れ
て
い
る
進

化
経
済
学
は
、
経
済
学
史
で
は

ど
う
い
う
位
置
づ
け
で
す
か
？

吉
井
　
進
化
経
済
学
は
、
日
本

で
は
学
会
が
発
足
し
て
か
ら
30

年
と
、
経
済
学
の
比
較
的
新
し

い
分
野
で
す
。
そ
れ
以
前
の
経

済
学
は
、
も
の
ご
と
を
静
的
に

捉
え
る
物
理
学
を
使
っ
て
い
て
、

例
え
ば
新
古
典
派
の
経
済
学
で

は
、
人
間
は
あ
る
条
件
に
対
し

て
行
動
を
最
適
化
す
る
こ
と
が

前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も

実
際
に
は
人
間
の
行
動
と
社
会
、

経
済
は
相
互
に
作
用
し
合
っ
て

い
て
、
我
々
が
何
か
を
選
択
す
れ

ば
、
そ
の
影
響
で
社
会
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
従
来
の
経
済
学

で
は
説
明
で
き
な
い
現
象
で
す
。

そ
こ
で
、
複
雑
な
現
象
を
あ
り

の
ま
ま
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
経
済
学
を
作
ろ
う
と
い
う
動

き
が
起
こ
り
、
そ
こ
か
ら
進
化

経
済
学
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ー
ー
先
生
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

研
究
し
て
お
い
で
で
す
か
。

吉
井
　
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
企
業

が
実
際
に
何
を
し
て
い
る
の
か

を
見
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
で
一
番
重
要
な
要
素

が
価
格
で
す
が
、
新
古
典
派
で
は

価
格
は
需
要
と
供
給
で
決
ま
り
、

人
は
そ
れ
を
参
照
し
て
行
動
す

る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
例
え
ば
ト
ヨ

タ
で
は
、
製
造
す
る

車
ご
と
の
価
格
や
台

数
な
ど
を
内
部
で
計

算
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
新
古
典
派
が

想
定
す
る
需
給
関
係

が
価
格
を
決
め
る
市

場
は
企
業
の
内
部
に

あ
る
わ
け
で
す
。
そ

れ
に
、
企
画
・
製
造

は
経
営
学
、
原
価
計

算
は
会
計
学
、
販
売
行
動
は
経

済
学
で
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
企
画
・
製
造
か
ら
製
品
売
り

切
り
ま
で
、
全
体
の
流
れ
を
把
握

し
て
い
る
研
究
者
は
い
ま
せ
ん
。

　

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
の

円
高
と
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
日
本

よ
り
賃
金
の
安
い
東
南
ア
ジ
ア

へ
と
工
場
の
海
外
移
転
が
進
み

ま
し
た
。
既
存
の
経
済
学
や
経

営
学
で
は
そ
れ
が
正
し
い
判
断

で
し
た
が
、
日
本
人
の
も
の
づ

く
り
能
力
の
高
さ
へ
の
認
識
が

不
充
分
で
し
た
。
実
は
、
現
在

で
は
輸
送
コ
ス
ト
を
含
め
て
も
、

製
造
費
が
海
外
工
場
よ
り
日
本

で
作
っ
た
方
が
安
い
製
品
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
工

場
で
は
、
顧
客
の
好
み
に
即
座

に
対
応
可
能
と
い
う
利
点
も
あ

る
の
で
す
。

ー
ー
確
か
に
、
そ
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

吉
井
　
現
実
社
会
は
、
必
ず
し

も
効
率
重
視
で
は
動
い
て
い
ま

せ
ん
。
例
え
ば
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｙ

配
列
の
キ
ー
ボ
ー
ド
、
こ
れ
は

手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
時
代
に

設
計
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
で
は
効
率
的
な
配
列
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず

で
す
。
し
か
し
実
際
は
、
従
来
の

配
列
が
踏
襲
さ
れ
ま
し
た
。
経

路
依
存
性
と
言
い
ま
す
が
、
社

会
に
は
こ
の
よ
う
な
例
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
行
動
の
最
適

化
を
前
提
と
し
た
経
済
学
で
は

説
明
で
き
な
い
現
象
で
す
。

吉
井
　
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
も
そ
う
で
す
。
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
イ
ギ
リ
ス
の

著
名
な
経
済
学
者
達
に
、
な
ぜ

誰
も
予
想
で
き
な
か
っ
た
の
か

聞
い
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

市
場
の
自
己
調
整
機
能
を
前
提

と
す
る
経
済
学
で
は
、
予
見
も

説
明
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

ー
ー
学
生
に
は
ど
の
よ
う
に
学
ん

で
も
ら
い
ま
す
か
。

吉
井
　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
ゲ
ー
ミ
ン
グ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
大
災
害
時
に
ど
う

行
動
す
べ
き
か
を
遊
び
な
が
ら

学
ぶ
の
に
有
効
で
、
自
治
体
で

は
静
岡
県
が
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
高
校
で
必
修

に
な
っ
た
金
融
教
育
で
も
ゲ
ー

ム
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
、
中
高
生
が
ネ
ッ

ト
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム

を
は
じ
め
、
人
狼
ゲ
ー
ム
を
応

用
し
て
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
を

し
て
い
る
人
を
見
つ
け
る
ゲ
ー

ム
、
選
挙
前
の
情
報
収
集
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
が
ト
レ
ー

ド
オ
フ
と
な
る
問
題
を
考
え
る

ゲ
ー
ム
、
い
じ
め
問
題
に
お
い

て
傍
観
者
の
建
設
的
な
介
入
を

促
す
た
め
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
作

り
ま
し
た
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

吉
井
　
大
学
時
代
は
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
準
備

期
間
で
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ
る
貴

重
な
時
間
で
す
。
自
分
に
と
っ

て
一
番
重
要
な
こ
と
、
何
が
幸

せ
か
を
し
っ
か
り
考
え
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

経済学部経済学科    

吉
よ し

井
い

哲
さとし

教授

【理論経済学】

研究室を
訪ねて Vol.

23

北海道大学大学院経済学研究科博
士課程修了。博士（経済学）（北海道
大学）。研究テーマは経済動態、複
雑系社会理論。

吉井先生の
プチ解説

　サンタフェ研究所は、1984 年に物理学者のジョージ・
コーワンが学際的で何の制限もない自由な研究施設を
構想し、ノーベル賞受賞者のマレー・ゲルマン（物理学）、
ケネス・アロー（経済学）らが賛同したことで、複雑系
科学のメッカとして設立されました。その後、90 年代に
世界的な「複雑系ブーム」を巻き起こしています。進化
経済学はこのようなムーブメントから発生し、複雑系科
学と進化経済学に共通の基本的な考え方は以下です。
①経済は単に外部ショックに反応して均衡点を移動する
のではなく、新しい技術・制度・行動・市場そのものを「内
側から生み出し続ける」過程の変化である、②個々の
主体は限定合理的である、③経済秩序は相互作用から
創発し、SNSプラットフォームのように自己組織化する、
④技術革新や制度変化が経済発展を駆動する、⑤経済
は生物進化に似た「変異・選択・保持」の過程を有する。

サンタフェ研究所と進化経済学

ケンブリッジ大学に行った際に
『経済学と実在』の著者トニー・ローソンと撮影

ゲ
ー
ム
を
作
っ
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

経
済
動
態
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
る

進
化
経
済
学
を
掘
り
下
げ
る

　

本
年
４
月
よ
り

北
海
学
園
大
学
経

営
学
部
に
着
任
い

た
し
ま
し
た
中
津

川
雅
宣
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
応
用
言

語
学
、
特
に
英
語
教
育
で
あ
り
、
言
語

政
策
や
社
会
言
語
学
の
観
点
か
ら
研
究

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
担
当
科
目
は
総

合
実
践
英
語
や
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
関
連
科

目
、
ゼ
ミ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
の
主

体
的
な
学
び
を
促
し
、
実
社
会
で
活
用

で
き
る
力
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、

経
営
学
概
論
Ⅰ
・

Ⅱ
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
組
織
が
流

行
に
追
随
し
て
し
ま
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、

流
行
を
巧
み
に
取
り
入
れ
る
学
習
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
以

前
は
福
岡
県
に
あ
る
大
学
に
勤
め
て
い

ま
し
た
。
札
幌
と
福
岡
と
い
う
遠
く
離

れ
た
地
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
大
規
模
な

地
方
都
市
と
い
う
意
味
で
は
類
似
し
て

お
り
、
そ
の
魅
力
も
難
し
さ
も
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
前
職
で
の
経
験
を
活
か

し
、
北
海
学
園
大
学
、
そ
し
て
北
海
道

に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

４
月
よ
り
経
営

学
部
に
着
任
し
、

総
合
実
践
英
語
、

ビ
ジ
ネ
ス
英
語
、

お
よ
び
一
般
英
語
科
目
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
専
門
は
言
語
学
で
、
特
に
ポ
ラ

イ
ト
ネ
ス
に
配
慮
し
た
英
語
表
現
の
実

践
指
導
と
教
材
開
発
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
視
点
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
役
立
つ
英
語
力
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
学
生
と
の
対
話
を
大

切
に
し
、
先
生
方
か
ら
学
び
つ
つ
授
業

の
改
善
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
経

営
学
部
に
講
師
と

し
て
着
任
し
ま
し

た
福
地
と
申
し
ま

す
。「
流
通
シ
ス
テ
ム
」「
流
通
経
営
」

を
担
当
い
た
し
ま
す
。
商
業
学
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
門
と
し
て
、
現
在
は

製
造
業
者
の
流
通
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
と
成

果
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
と
消
費
者
の
間
に
存
在

し
て
い
る
懸
隔
を
架
橋
す
る
流
通
の
機

能
や
役
割
・
意
義
に
つ
い
て
、
理
論
と

現
象
を
往
来
し
た
講
義
を
通
じ
て
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

本
年
度
よ
り
西

洋
法
制
史
を
担
当

し
ま
す
。
専
門
は

近
世
ド
イ
ツ
刑
事

法
史
で
す
が
、
所
謂
「
魔
女
狩
り
」
の

刑
事
裁
判
と
し
て
の
側
面
を
研
究
し
て

い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
汚
点
と
さ

れ
る
「
魔
女
狩
り
」
で
す
が
、
当
時
の

知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
「
魔
女
」
と
い

う
新
た
な
社
会
問
題
に
直
面
し
、
各
々

の
修
め
た
知
識
で
立
ち
向
か
お
う
と
し

ま
し
た
。
後
世
に
は
必
ず
し
も
評
価
さ

れ
ず
と
も
、
彼
ら
の
奮
闘
を
見
れ
ば
、

学
知
の
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

歴
史
を
学
ぶ
楽
し
さ
と
奥
深
さ
が
、
学

生
諸
氏
に
伝
わ
る
と
良
い
な
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
現

代
政
治
学
を
担
当

い
た
し
ま
す
。
現

代
の
政
治
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
利
害
関
係
に
加
え
て
、
制
度
、

国
際
社
会
、
思
想
、
歴
史
と
い
っ
た
多

様
な
文
脈
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

講
義
で
は
、
こ
う
し
た
視
点
を
踏
ま
え
、

学
生
の
皆
さ
ん
と
私
た
ち
と
政
治
と
の

関
わ
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
研
究
で
は
、
日
本
に
お
け
る
代
表

の
あ
り
方
や
政
治
資
金
制
度
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
北
海
道
と
い
う
新
た
な
地

で
、
研
究
と
教
育
の
両
面
で
貢
献
で
き

る
よ
う
に
一
層
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
英
語
学
概
論

Ⅰ
」
や
「
英
語
学

特
論
Ⅰ
」
な
ど
、

英
語
学
関
連
の
講

義
・
演
習
を
担
当
し
ま
す
。「
英
語
学
」

と
は
英
語
を
研
究
対
象
と
し
た
言
語
学

で
、
私
は
主
に
英
文
法
を
研
究
し
て
い

ま
す
。「
英
文
法
」
と
聞
く
と
、
高
校
ま

で
に
一
生
懸
命
丸
暗
記
し
た
記
憶
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
学
で
の
英

文
法
は
単
に
暗
記
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
文
法
が
形
成
さ

れ
て
い
る
の
か
を
、
人
間
の
言
語
能
力

と
い
う
観
点
か
ら
追
究
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
け
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
教

職
課
程
で
講
師
を

務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
林
恵
子

で
す
。
自
身
の
高
校
卒
業
ま
で
は
新
潟

県
で
過
ご
し
、
千
葉
県
と
札
幌
市
で
高

等
学
校
や
中
学
校
等
の
国
語
教
師
を
務

め
、
ま
た
管
理
職
と
し
て
学
校
経
営
に

携
わ
る
な
ど
、
色
々
な
地
域
で
色
々
な

角
度
か
ら
「
学
校
」
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、

教
職
を
志
す
学
生
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
工
学

部
社
会
環
境
工
学

科
に
着
任
し
ま
し

た
。
専
門
は
土
木

計
画
学
で
、
公
共
交
通
な
ど
の
交
通
計

画
や
都
市
計
画
を
中
心
に
研
究
を
し
て

き
ま
し
た
。
研
究
を
通
じ
て
、
人
々
が

安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
的

な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
得
た
人
々
の
意
識

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
や
子
ど
も
を
含
め
た
様
々
な
人

に
と
っ
て
望
ま
し
い
都
市
や
交
通
に
つ

い
て
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
・
研
究
を

通
じ
て
、
本
学
と
同
時
に
北
海
道
に
も

貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
工

学
部
社
会
環
境
工

学
科
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
佐
藤
直

人
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
土
壌
物
理
学

で
、
土
壌
中
の
水
や
ガ
ス
な
ど
の
物
質

挙
動
や
、
土
壌
―
大
気
間
の
物
質
循
環

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
環
境
負
荷
の
低

減
や
農
業
の
効
率
化
、
さ
ら
に
は
災
害

に
強
い
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
、
農
業

基
盤
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
空
間
に
お
け

る
農
業
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学

人
文
学
部
日
本
文

化
学
科

②
大
石
和
久
ゼ
ミ

「
映
画
『
パ
ラ
サ
イ
ト
半
地
下
の
家
族
』

か
ら
み
る
韓
国
社
会
」
／
前
職
は
ス
タ

ジ
オ
ア
リ
ス
で
カ
メ
ラ
マ
ン
と
美
術
館

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

③
学
生
が
「
北
海
学
園
大
学
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
し
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
で
す
。

①
北
海
学
園
大
学

経
済
学
部
経
済
学

科②
板
垣
暁
ゼ
ミ「
日

本
の
広
告
事
業
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
」

③
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
少
し
で
も
早
く
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
北
海
学
園
大
学

経
済
学
部
経
済
学

科②
神
山
義
治
ゼ
ミ

「
価
格
理
論
」

③
一
日
で
も
早
く
学
生
と
北
海
学
園
に

貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
北
海
学
園
大
学

経
営
学
部
経
営
学

科②
菅
原
秀
幸
ゼ
ミ

「
国
際
経
営
論
」
／
前
職
で
は
札
幌
市
内

の
専
門
学
校
に
て
、
入
試
・
広
報
業
務

を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

③
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
教
員
挨
拶

中な
か

津つ

川が
わ

雅ま
さ

宣の
ぶ

経
営
学
科

准
教
授

経
営
学
部

真ま

木き

圭け
い

亮す
け

経
営
学
科

准
教
授

水み
ず

島し
ま

梨り

紗さ

経
営
情
報
学
科

准
教
授

福ふ
く

地ち

駿し
ゅ
ん

乃の

介す
け

経
営
学
科

講
師

前ま
え

田だ

星ほ
し

法
律
学
科

准
教
授

法
学
部出で

口ぐ
ち

航わ
た
る

政
治
学
科

講
師

佐さ

藤と
う

亮り
ょ
う

輔す
け

英
米
文
化
学
科

准
教
授

人
文
学
部

林は
や
し

恵け
い

子こ

日
本
文
化
学
科

（
教
職
課
程
）講
師

日ひ

野の

智さ
と
る

社
会
環
境
工
学
科

教
授

工
学
部

佐さ

藤と
う

直な
お

人と

社
会
環
境
工
学
科

准
教
授

新
任
職
員
紹
介

①
出
身
学
校
・
学
部
・
学
科

②
所
属
ゼ
ミ
及
び
テ
ー
マ
／

　
前
職
の
業
務
内
容

③
抱
負

宮み
や

崎ざ
き

栞し
お
り

学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課

書
記

松ま
つ

本も
と

悠ゆ
う

暉き

人
文
学
部

書
記

杉す
ぎ

林ば
や
し

蒼そ
う

太た

教
務
セ
ン
タ
ー

書
記

津つ

田だ

芳か
お
る

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

書
記
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│
法
学
部
長
と
し
て
の
抱
負
と
、
法

学
部
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

法
学
部
は
法
学
や
行
政
学
の
知
識

を
活
用
で
き
る
職
種
、
特
に
公
務
員

を
目
指
す
学
生
の
育
成
に
重
点
を
置

い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
札
幌
圏
以

外
の
地
域
か
ら
の
学
生
が
目
立
つ
２

部
の
入
学
定
員
が
法
学
部
は
多
い
で

す
。
２
年
次
学
科
選
択
制
も
特
徴
で

す
。

　

法
律
専
門
職
を
目
指
す
人
向
け
に

は
法
曹
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
て

い
ま
す
。
議
員
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
単
位
認
定
、
法
政
大
学

へ
の
国
内
留
学
、
英
語
力
を
磨
き
た

い
人
向
け
に
は

グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ

ミ
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。

│
法
学
部
長
と
し

て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
か
。

本
学
法
学
部
の

卒
業
生
は
約
３
分
の
１
が
公
務
員
、

約
３
分
の
２
が
民
間
企
業
な
ど
に
就

職
し
ま
す
。
近
年
は
少
子
化
に
よ
る

人
手
不
足
で
賃
金
が
上
が
っ
た
民
間

企
業
を
選
ぶ
学
生
が
増
え
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
経
済
情
勢
の
悪
化
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
公
務
員
へ
の
回

帰
が
多
少
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
裁
判
所
職
員
な
ど
の
一
部

の
国
家
公
務
員
を
除
く
と
、
公
務
員

試
験
も
法
律
の
専
門
科
目
を
必
須
に

し
な
く
な
っ
て
お
り
、
面
接
重
視
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
法
学
部
の
教

育
編
成
は
法
律
専
門
職
養
成
を
念
頭

に
お
い
て
い
た
の
で
、
学
生
の
ニ
ー

ズ
と
は
少
し
ず
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。
学
科
選
択
で
は
政
治
学
科
に
希

望
が
集
中
し
が
ち
で
す
が
、
政
治
学

科
の
専
門
科
目
が
少
な
く
、
教
員
間

の
業
務
負
担
の
偏
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
入
試
と
就

職
活
動
の
両
方
が
早
期
化
し
て
き
て

お
り
、
大
学
教
育
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
か
つ
魅
力

的
な
学
部
に
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

今
の
学
生
は
謙
虚
で
礼
儀
正
し
い

の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
社
会

を
変
え
ら
れ
る
と
い
う
感
覚
が
弱
い

で
す
。
そ
れ
な
り
に
ル
ー
ル
で
守
ら

れ
て
い
る
世
界
な
ら
、
自
分
の
能
力

を
高
め
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
が
、

今
は
既
存
の
秩
序
が
崩
れ
て
き
て
い

る
時
代
で
す
。
ル
ー
ル
は
あ
っ
て
も

守
ら
れ
て
い
な
い
現
実
の
社
会
に
直

面
し
た
と
き
、
自
分
だ
け
で
う
ま
く

立
ち
回
ろ
う
と
し
て
も
限
界
が
あ

り
、
自
分
を
見
失
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
た
り
、
ル
ー

ル
を
つ
く
り
か
え
た
り
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
価
値

観
が
少
し
異
な
る
他
人
と
も
話
を
し

て
み
て
、
一
緒
に
や
れ
そ
う
な
こ
と

を
見
つ
け
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
力
も
つ
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

本
田
先
生
の
お
す
す
め
の
映
画

　

社
会
の
片
隅
に
い
る
若
者
を
描
く

ベ
ル
ギ
ー
の
映
画
監
督
、
ジ
ャ
ン
＝

ピ
エ
ー
ル
＆
リ
ュ
ッ
ク
・
ダ
ル
デ
ン

ヌ
の
映
画
（『
ロ
ゼ
ッ
タ
』『
午
後
８

時
の
訪
問
者
』
な
ど
）
が
お
す
す
め

で
す
。

持
続
可
能
で
魅
力
的
な
法
学
部
へ

教授

法学部長

本田 宏
ほん だ ひろし

│
経
営
学
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
研
究
科
は
開
設
当
初
か
ら
、
主

に
社
会
人
教
育
に
力
点
を
置
き
な
が

ら
運
営
を
続
け
て
き
て
い
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ

て
、
そ
の
よ
う
な
要
請
は
ま
す
ま
す

増
え
て
い
ま
す
。資
格
を
取
る
と
か
、

大
学
院
で
再
び
学
ぶ
と
か
、
理
由
は

様
々
で
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
学
び

を
止
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
社

会
に
出
て
学
び
と
実
践
を
繰
り
返

し
、
さ
ら
に
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る

よ
う
な
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

し
、
本
研
究
科
で
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

│
経
営
学
研
究
科
で
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

よ
り
多
く
の
方
に
本
研
究
科
を
選

択
肢
に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
入

試
制
度
の
見
直
し
や
、
学
位
取
得
に

多
様
な
ル
ー
ト
を
設
け
る
な
ど
、
社

会
人
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教

育
改
革
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
具

体
的
な
検
討
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
石
嶋
前
研
究
科
長
の
も
と
で

２
０
２
５
年
度
か
ら
試
験
科
目
の
見

直
し
を
す
る
な
ど
入
り
口
部
分
を
整

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
引
き
続
き

従
来
の
レ
ー
ル
は

残
し
つ
つ
、
他
に

も
複
数
の
レ
ー
ル

を
検
討
し
て
い
き

た
い
で
す
。

│
経
営
学
研
究

科
長
と
し
て
、
今

後
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
か
。

修
士
課
程
を
修
了
し
た
方
と
現
役

の
方
が
繋
が
る
機
会
が
以
前
は
あ
っ

た
の
で
、
復
活
で
き
れ
ば
。
大
学
院

を
出
て
何
が
変
わ
っ
た
か
、５
年
後
、

10
年
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
私
生

活
も
含
め
て
、
お
話
を
す
る
場
を
作

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

大
学
院
で
学
ぶ
こ
と
は
、
講
義
で

あ
っ
て
も
修
士
論
文
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
、
知
識

を
身
に
つ
け
て
い
く
も
の
で
す
。
そ

れ
を
自
分
の
経
験
と
突
き
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
現
実
の
仕
事
に
お
け
る
解

像
度
が
上
が
る
と
か
、
自
分
の
仕
事

以
外
に
視
野
が
広
が
る
な
ど
、
会
社

の
経
営
全
体
が
見
え
て
く
る
こ
と
に

繋
が
る
ん
で
す
ね
。
明
日
す
ぐ
に
使

え
る
、
と
い
う
即
効
薬
の
よ
う
な
も

の
と
は
や
は
り
違
い
ま
す
。
じ
わ
じ

わ
と
効
い
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
の

で
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
で
ど
う
い

う
効
果
が
得
ら
れ
て
、
自
分
の
理
想

に
ど
う
影
響
す
る
か
、
長
い
目
で
見

て
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
同
じ
場
所
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た

反
動
か
ら
、
小
学
生
の
頃
の
鉄
道
趣

味
が
少
し
再
熱
し
て
き
ま
し
た
。
行

け
る
時
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
、
お

金
の
か
か
ら
な
い
さ
さ
や
か
な
鉄
道

旅
行
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

伊
藤
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

エ
ド
ガ
ー
・
Ｈ
・
シ
ャ
イ
ン
の
『
謙

虚
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
』（
金
井

壽
宏
監
修
、
野
津
智
子
訳
、
英
治

出
版
）
で
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
相
手
が
主
体

で
、
問
題
解
決
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
く
も
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
本
で
す
。

社
会
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

多
様
な
ル
ー
ト
へ
の
教
育
改
革
を

教授

経営学研究科長

伊藤 友章
い とう とも あき

│
文
学
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

本
研
究
科
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
起
源
を
持
つ
人
文
主
義
を
継
承
し

つ
つ
、
他
者
や
自
然
と
共
生
し
な
が

ら
人
間
の
あ
る
べ
き
生
き
方
を
追
求

し
よ
う
と
す
る
「
新
人
文
主
義
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の

レ
ガ
シ
ー
を
継
承
し
て
い
く
の
が
私

の
使
命
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
文
学
研
究
科
で
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

他
分
野
と
の
交

流
で
す
。
革
新
的

で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
に
境
界
を
超
え

る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
専
門

性
の
分
化
や
効
率

化
が
進
む
と
、
組

織
が
細
分
化
し
て
情
報
が
共
有
さ
れ

な
く
な
り
、
思
考
が
硬
直
化
し
ま
す
。

私
が
ス
イ
ス
で
在
外
研
修
を
行
っ
た

際
、
受
入
れ
研
究
機
関
で
は
毎
月
の

よ
う
に
外
部
の
研
究
者
を
招
い
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
終
わ
っ
た
後

に
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

会
場
は
学
生
も
教
職
員
も
行
き
来
す

る
場
所
な
の
で
、
分
野
に
関
わ
ら
ず

誰
で
も
参
加
で
き
、
交
流
す
る
場
に

な
り
ま
す
。
自
分
の
研
究
と
関
わ
り

の
な
い
分
野
に
も
視
野
を
広
げ
て
い

く
機
会
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

│
文
学
研
究
科
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
か
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
仕
事
を
し
て
い
る
時

も
、
将
来
退
職
を
し
た
後
も
、「
人
間

と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
涯
取
り
組
む

テ
ー
マ
み
た
い
な
も
の
を
見
つ
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
人
文
学
は
必
ず
し
も
答
え
の
出

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
的

な
展
望
に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

内
面
化
し
た
規
範
を
持
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
価
値
判
断
を
す
る
時
に
自

分
な
り
の
物
差
し
・
尺
度
で
見
極
め

ま
す
が
、
そ
の
基
準
は
何
に
よ
る
も

の
で
し
ょ
う
か
。Ａ
Ｉ
時
代
の
い
ま
、

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
ル
ー
ル

の
策
定
が
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
収
益
ビ
ジ
ネ
ス
も
横
行
し
て
お

り
、
道
徳
や
倫
理
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
つ
い
て
の
理
解
が
不
可
欠
に

な
り
ま
す
。
文
学
や
哲
学
へ
の
関
心

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
規
範
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
、
と
信

じ
て
い
ま
す
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

球
技
、
特
に
ラ
グ
ビ
ー
を
観
る
の

が
好
き
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
シ

ン
92
と
い
う
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
で
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
持
っ
て
い
ま
す
。

手
塚
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

石
牟
礼
道
子
著
『
苦
海
浄
土
』（
講

談
社
）
で
す
。
水
俣
病
の
公
式
確

認
か
ら
70
年
目
を
迎
え
た
今
、
著

者
が
自
身
に
語
り
聞
か
せ
る
浄
瑠

璃
と
述
べ
た
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。
単
な
る
告
発
文
学
や
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
枠
を
越
え
た
冥
途
と
の

対
話
が
基
調
に
あ
り
、
巫
女
的
な
営

み
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

他
分
野
交
流
に
よ
る
研
究
の
革
新

教授

文学研究科長

手塚 薫
て づか かおる

│
工
学
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

最
近
の
Ａ
Ｉ
技
術
、
各
種
産
業
の

Ｄ
Ｘ
化
、
自
律
型
・
遠
隔
操
作
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
急
速
な
発
展
は
、

単
な
る
作
業
効
率
の
向
上
の
み
な
ら

ず
、
研
究
活
動
自
体
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
産
業
面
で
の

利
用
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
き
て
い

る
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
大
学
院

生
が
工
学
研
究
者
と
し
て
の
経
験
を

積
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

リ
サ
ー
チ
を
し
た
り
、
論
文
を
書

く
と
こ
ろ
で
も
、
Ａ
Ｉ
の
応
用
が
非

常
に
進
ん
で
い
ま
す
。
メ
ー
ル
ひ
と

つ
書
く
だ
け
で
も
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
に
は
苦
手

意
識
を
持
た
ず
に
で
き
る
だ
け
色
々

触
っ
て
み
て
、
そ
の
性
質
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

│
工
学
研
究
科
で
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

専
門
性
の
高
い
講
義
科
目
を
幅
広

く
開
講
し
、
実
験
や
調
査
を
通
じ
て

理
論
を
検
証
し
、
新
た
な
知
見
を
導

き
出
す
力
を
養
い

ま
す
。
ま
た
、
学

会
発
表
や
学
位
論

文
の
執
筆
・
発
表

を
通
じ
、
論
理
的

記
述
、プ
レ
ゼ
ン
、

対
話
能
力
を
磨
く

よ
う
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
構
成
し
て

い
ま
す
。
文
章
を
読
む
力
は
特
に
重

要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

│
工
学
研
究
科
長
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
か
。

現
在
、
石
狩
か
ら
千
歳
を
経
由
し

て
苫
小
牧
地
区
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る

新
規
産
業
と
の
連
携
や
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
体
制
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
職
で
は

本
州
方
面
に
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
地
場
で
専
門
を

活
か
す
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

で
き
ま
す
。

│
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

大
学
院
は
学
部
で
の
座
学
と
は
異

な
り
、
自
分
で
情
報
収
集
を
し
て
仮

説
を
立
て
て
作
業
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
研
究
活
動
で
は
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。
大
学
院
を
出
て
い
る
学
生
が
一

目
置
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
研
究
活

動
で
起
こ
る
困
難
を
克
服
し
、
さ
ら

に
そ
の
結
果
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
論
文

に
残
す
と
い
う
一
通
り
の
経
験
を
積

ん
で
い
る
と
い
う
評
価
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
い
意
味
で
困
難
な
経
験

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
過
程
そ

の
も
の
が
工
学
研
究
の
醍
醐
味
で
あ

り
、
自
身
の
成
長
と
評
価
へ
と
結
び

つ
く
も
の
で
す
。
焦
ら
ず
恐
れ
ず
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。

│
先
生
の
休
日
の
過
ご
し
方
、
趣
味

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
は
溜
ま
っ
た
家
事
の
片
付
け

や
買
い
出
し
で
す
。
趣
味
は
旅
先
で

写
真
を
撮
る
こ
と
で
す
。
今
は
あ
ま

り
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
内
外
問

わ
ず
様
々
な
写
真
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
写
真
が
趣
味
と
い
う
の
は
、
ス

マ
ホ
カ
メ
ラ
が
身
近
な
学
生
に
は
ピ

ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

菊
地
先
生
の
お
す
す
め
の
本

　

Ｊ
・
Ｒ
・
Ｒ
・
ト
ー
ル
キ
ン
著
の『
指

輪
物
語
』（
瀬
田
貞
二
・
田
中
明
子

訳
、
評
論
社
）
は
、
読
み
や
す
く
て

お
す
す
め
で
す
。
映
像
化
も
含
め
て

私
自
身
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

困
難
を
克
服
し
て
い
く
課
程
は

工
学
研
究
の
醍
醐
味

教授

工学研究科長

菊地 慶仁
きく ち よし ひと

 今年度新しく就任した
法学部長・本田宏教授、
経営学研究科長・伊藤
友章教授、文学研究科
長・手塚薫教授、工学
研究科長・菊地慶仁教
授に、今後の取り組み
や抱負などを伺った。

学部長
研究科長
に聞く！

新

　

２
月
１
日
〜
９
日
に
参
加
し
た

全
日
本
学
生
柔
道
連
盟
海
外
研
修

を
通
し
て
、
私
は
柔
道
面
だ
け
で

な
く
人
間
的
に
も
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
初

め
は
初
対
面
の
参
加
者
ば
か

り
で
不
安
な
気
持
ち
が
強
く
、

研
修
を
心
か
ら
楽
し
め
る
か

心
配
だ
っ
た
が
、
共
に
生
活

し
食
事
を
す
る
中
で
徐
々
に

打
ち
解
け
、
安
心
し
て
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
言
語
の
違

い
に
よ
り
自
分
の
考
え
や
意

図
を
伝
え
る
難
し
さ
を
実
感

し
、
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
た
。
ま
た
、
レ
ン

ヌ
大
学
で
の
交
流
で
は
、
言
葉
が

通
じ
な
い
中
で
も
積
極
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
姿
勢
の
重
要
性
を
学

び
、
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
工

夫
や
努
力
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

た
。
現
地
の
選
手
と
の
稽
古
で
は
、

日
本
と
は
異
な
る
組
手
や
身
体
の

強
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
多
く

の
刺
激
を
受
け
た
。
特
に
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
ど
の
選
手
も
柔
道

を
楽
し
み
な
が
ら
高
い
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
姿

勢
は
自
分
に
足
り
な
い
部
分

だ
と
感
じ
、
大
き
な
学
び
と

な
っ
た
。
ま
た
、
モ
ン
サ
ン

ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
見
学
で
は
壮

大
な
景
色
に
圧
倒
さ
れ
、
異

文
化
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の

価
値
を
実
感
し
た
。
パ
リ
で

は
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
を
鑑
賞

し
、
さ
ら
に
国
際
大
会
の
観

戦
を
通
し
て
、
柔
道
が
世
界
中
で

親
し
ま
れ
、
深
く
理
解
さ
れ
て
い

る
競
技
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
自
分
の

視
野
や
価
値
観
が
大
き
く
広
が
り
、

物
事
を
多
角
的
に
捉
え
る
力
が
養

わ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
今
回
得

た
学
び
を
今
後
の
競
技
力
向
上
だ

け
で
な
く
、
日
常
生
活
や
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
も
活
か
し
て
い
き

た
い
。

工学部社会環境工学科３年

多
た

田
だ

篤
あつ

志
し

柔道海外研修で得た学び

私の学び

レンヌ地区柔道クラブでの練習参加
と交流（右が筆者）

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
２
５
年
度
北
海
学
園
大
学

の
冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、３
月
22
日（
日
）に
豊
平
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
工
学
部
を
含
め
た
全

５
学
部
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
も
来
場
者
は
１
、０
０
０
名

と
と
て
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
学
部
特
別
イ
ベ
ン
ト
、
入

試
説
明
会
、
学
生
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
ラ
イ

ブ
、
２
部
の
魅
力
紹
介
の
ほ
か
、

個
別
相
談
会
、
パ
ネ
ル
展
、
資
料

配
布
、
学
内
ツ
ア
ー
な
ど
内
容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
年
間
５
回
に
及
ぶ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、各
回
、

様
々
な
内
容
で
行
う
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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う
。
慢
性
的
に
頭
痛
や
め
ま
い

が
起
こ
り
、
朝
起
き
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

日
常
生
活

に
支
障
を

き
た
し
、
野
球
も
で
き
な
く
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
教
員

に
な
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
、

自
分
の
体
調
と
相
談
し
な
が
ら

通
え
る
と
考
え
、
本
学
経
済
学

部
２
部
に
入
学
し
た
。

　
「
最
初
の
３
年
間
は
体
調
の
許

す
範
囲
で
少
年
野
球
の
コ
ー
チ

を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
好

き
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
庭
教

師
や
運
動
教
室
の
バ
イ
ト
な
ど

　

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議

２
０
２
５
に
て
、
本
学
硬
式
野

球
部
か
ら
３
名
が
指
名
を
受
け

た
。
彼
ら
を
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

支
え
て
い
た
加
藤
さ
ん
は
、
現

在
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ナ
リ
ス
ト

と
な
り
活
躍
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
頃

か
ら
プ
ロ
野
球

選
手
を
目
指
し

て
い
た
が
、
高

校
生
の
と
き
に

起
立
性
調
節
障

害
と
い
う
病
気

に
な
っ
て
し
ま

で
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
機

会
を
作
っ
て
い
ま
し
た
」

　

体
調
が
落
ち
着
い
て
き
た
４

年
生
の
と
き
に
、
野
球
部
が
ア

ナ
リ
ス
ト
を
募
集
し
て
い
る
の

を
見
つ
け
て
入
部
。
選
手
と
い

う
夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
学
野
球
に
関

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
後

は
北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

で
研
究
生
と
し
て
１
年
間
勉
強

し
な
が
ら
、
野
球
部
も
継
続
し

た
。「
本
気
で
プ
ロ
を
目
指
し
て

い
る
選
手
た
ち
に
感
銘
を
受
け

て
、
そ
の
夢
を
応
援
し
て
一
緒

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
、
卒
業

後
も
野
球
部
に
所
属
し
ま
し
た
」

そ
の
後
、
複
数
の
球
団
か
ら
内

定
を
も
ら
い
、
西
武
へ
の
入
団

を
決
め
た
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ナ
リ
ス

ト
と
は
、
選
手
の
身
体
動
作
な
ど

を
デ
ー
タ
で
分
析
し
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
の
た
め
の
提
案
や

戦
略
立
案
を
行
う
専
門
職
。
加
藤

さ
ん
は
主
に
一
軍
投
手
の
動
作

や
球
を
解
析
し
、
選
手
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。
単
な
る

デ
ー
タ
分
析
に
留
ま
ら
ず
、
選

手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
を
最
も
大
切
に
し
て

い
る
と
い
う
。「
選
手
が
何
を
考

え
て
い
る
か
、
ど
う
な
り
た
い

か
、
ま
ず
は
聞
く
こ
と
を
大
事

に
し
て
い

ま
す
。
普

段
か
ら
関

係
性
が
で
き
て
い
て
こ
そ
、
こ

の
人
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
み
よ

う
と
思
う
で
し
ょ
う
か
ら
」

　

人
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
好

き
だ
と
い
う
加
藤
さ
ん
。
考
え

方
、
ス
キ
ル
、
数
字
的
な
結
果
も
、

そ
の
変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
一

瞬
だ
と
語
る
。「
選
手
た
ち
が
成

長
す
る
瞬
間
が
、
一
年
に
何
度

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
瞬
を
逃

さ
ず
に
一
緒
に
歩
み
た
い
で
す
」

埼玉西武ライオンズ

加
か

藤
と う

拓
た く

光
み

氏
球団本部
パフォーマンス
アナリスト

経済学部経済学科
2022 年度卒・Ⅱ 67 期生

選
手
が
成
長
す
る
「
一
瞬
」
に
や
り
が
い

江別から高品質な和牛を提供

江別市

地
域
の

  

現
場
か
ら

　

札
幌
市
に
隣
接
す
る
江
別
市
。

「
こ
こ
は
生
産
者
が
い
る
ま
ち
」

だ
と
話
す
松
下
博
樹
さ
ん
は
、

地
元
で
和
牛
経
営
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
牛
の
育
成
は
、
こ
う
や
れ
ば

こ
う
な
る
、
と
わ
か
っ
て
い
く

の
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。
血
統
、

見
た
目
、
餌
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

自
分
の
経
験
か
ら
お
い
し
い
牛

を
作
れ
る
自
信
が
あ
り
ま
す
」

　

で
は
、
大
量
生
産
で
き
る
か

と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。
個

体
の
性
格
や
相
性
を
考
慮
し
て

飼
育
管
理
し
、
体
調
の
変
化
を

よ
く
見
て
、
牛
と
会
話
し
な
が

ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
。「
無
理

を
さ
せ
な
い
で
自
然
体
で
飼
え

ば
、
い
い
肉
が
で
き
ま
す
」
自

身
も
体
調
管
理
に
努
め
、
急
な

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
へ
の
体
制
も
万

全
に
す
る
。
特
に
仔
牛
は
急
変

す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
細
や

か
な
配
慮
が
必
要
だ
。

　

牛
な
ど
の
反
芻
動
物
は
、
ゲ
ッ

プ
に
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス
を

排
出
す
る
。
地
球
温
暖
化

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
お
り
、
早
急
な
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
松
下

さ
ん
は
、
メ
タ
ン
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
酵
素
を

利
用
し
た
飼
料
を
実
験
的

に
導
入
し
、
検
証
し
て
い

る
と
い
う
。
従
来
の
餌
を

１
割
程
度
削
減
可
能
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
経
費
削

減
を
兼
ね
た
効
果
に
期
待

し
て
い
る
。

◆　

◆　

◆

　

大
学
時
代
は
柔
道
部
一

筋
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。「
１
年
間
で
４
日

休
ん
だ
か
な
、
と
い
う
く
ら
い
毎

日
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
練

習
量
だ
け
は
全
国
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
っ
た
ん
で
す
（
笑
）。
４

年
生
の
時
は
団
体
で
全
国
大
会

出
場
を
は
た
し
、
個
人
戦
で
も

優
勝
し
て
、
全
国
大
会
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
柔

道
の
推
薦
で
複
数
の
就
職

先
候
補
が
あ
っ
た
が
、
家

庭
の
事
情
も
あ
り
実
家
の

農
場
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
。
も
と
は
水
田
農
家
だ
っ

た
が
、
和
牛
経
営
に
転
換
。

　

近
年
、
同
じ
江
別
で
酪

農
を
営
む
町
村
農
場
へ
人

手
が
足
り
な
い
と
き
は
手

伝
い
に
行
く
な
ど
、
同
業

者
同
士
の
密
な
繋
が
り
は

欠
か
せ
な
い
。
牧
草
も
近

所
の
農
家
と
の
連
携
で
分

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
楽

し
く
や
っ
て
い
る
の
で
、

あ
ま
り
大
変
だ
と
思
う
こ

と
は
な
い
で
す
。
色
々
な
人
と

出
会
う
機
会
も
あ
る
し
、
自
然

の
中
で
動
物
と
暮
ら
す
の
は
大

き
な
や
り
が
い
で
す
」

有限会社八紘農場

代表  松
ま つ

下
し た

博
ひ ろ

樹
き

氏
経済学部経済学科
1983 年度卒・31 期生

　

学
校
法
人
北
海
学
園
と
カ
ナ

ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
と
の

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
令
和
８

年
度
第
１
学
期
の
交
換
教
員
と

し
て
ロ
ー
グ
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
教

授
が
４
月
２
日
、
本
学
に
着
任

し
た
。

　

ロ
ー
グ
教
授
は
、
本
学
の
「
カ

ナ
ダ
の
自
然
と
社
会
Ⅰ
」
を
担

当
す
る
。
任
期
は
７
月
30
日
ま

で
。 教

員
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
か
ら

ロ
ー
グ
教
授
着
任講義をするローグ教授

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る
同

窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連
載
し
て
い

る
「
人
脈
記
」。
前
回
登
場
の
菊
池

雄
大
さ
ん
が
、
セ
ー
フ
ィ
ー
株
式
会

社
の
前
谷
謙
五
さ
ん
を
紹
介
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
同
社
に
所
属
す
る
本

学
卒
業
生
の
田
村
淳
人
さ
ん
、
吉
田

圭
成
さ
ん
か
ら
も
お
話
を
伺
っ
た
。

●　
　

●　
　

●

　

セ
ー
フ
ィ
ー
株
式
会
社
は
、
ク

ラ
ウ
ド
録
画
サ
ー
ビ
ス
で
国
内
有

数
の
導
入
実
績
を
持
つ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ

業
界
の
企
業
だ
。
カ

メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
を
組
み

合
わ
せ
る
手
法
は
、

大
手
企
業
か
ら
も

信
頼
を
得
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
東
京

証
券
取
引
所
へ
上
場

し
、
現
在
は
従
業
員

数
５
５
７
名
、
今
後

も
更
な
る
規
模
拡
大
を
目
指
す
。

　

前
谷
謙
五
さ
ん
は
現
在
、
営
業
本

部
の
Ｃ
Ｒ
Ｏ
室
に
所
属
し
、
新

規
事
業
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
戦
略

の
立
案
を
担
う
。
担
当
す
る

物
流
業
の
分
野
で
は
、
業
界

が
直
面
す
る
「
荷
待
ち
問
題
」

に
対
応
す
る
た
め
、
ク
ラ
ウ

ド
映
像
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て

ト
ラ
ッ
ク
の
待
機
時
間
を
可

視
化
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
自
社
で
開
発
し
た
。
導
入

企
業
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待

機
時
間
を
削
減
す
る
と
い
う

課
題
解
決
に
留
ま
ら
ず
、
業
界

全
体
の
構
造
的
な
問
題
に
対

し
て
Ｉ
Ｔ
の
力
で
応
え
る
仕

事
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

大
学
時
代
は
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し

た
。
異
な
る
背
景
、
考
え
方
を

持
つ
部
員
を
ど
う
ま
と
め
る

か
悪
戦
苦
闘
し
た
経
験
は
、
多
種
多

様
な
人
材
が
所
属
す
る
会
社
の
組
織

運
営
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
語
る
。

　

２
０
２
４
年
に
田
村
淳
人
さ
ん
、

２
０
２
５
年
に
吉
田
圭
成
さ
ん
が

入
社
。
田
村
さ
ん
は
不
動
産
業
界

や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
営
業
を
担

当
し
、
現
場
の
進
捗
管
理
カ
メ
ラ

の
提
案
を
行
う
傍
ら
、
過
去
の
複

雑
な
契
約
案
件
の
整
理
と
い
っ
た

難
易
度
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

任
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
さ
ん
は
幅

広
い
業
界
の
営
業
を
担
当
。
一
見
、

「
防
犯
カ
メ
ラ
屋
」
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
顧
客
が
求

め
る
課
題
解
決
以
外
で
も
Ａ

Ｉ
活
用
に
よ
り
更
な
る
改
善

提
案
を
行
え
る
な
ど
、プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
会

社
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
と
い
う
。
両
氏
は
大
学
時

代
に
佐
藤
大
輔
先
生
の
ゼ
ミ

に
所
属
。「
ま
ず
や
っ
て
み
て
、

そ
こ
か
ら
改
善
す
る
」
と
い

う
実
践
主
義
の
姿
勢
が
、
個

人
の
裁
量
が
大
き
く
、ス
ピ
ー

ド
感
が
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
環
境
に
適
応
す

る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

稚
内
市
出
身
の
吉
田
さ
ん

は
、
人
口
減
少
が
進
む
地
方
の

現
状
を
背
景
に
、
会
社
の
技

術
が
人
手
不
足
を
カ
バ
ー
す

る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。

田
村
さ
ん
は
「
作
り
上
げ
ら
れ

た
も
の
を
活
用
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
作
り
上
げ
る
フ
ェ
ー
ズ
に
携
わ

れ
る
こ
と
」
を
や
り
が
い
だ
と
話
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
社
内
の
専
門
家
を
頼

る
な
ど
、
謙
虚
に
仕
事
を
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
。
前
谷
さ
ん
も
、

顧
客
・
自
社
・
社
会
の
「
三
方
良
し
」

と
い
う
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
置

い
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　

前
谷
さ
ん
に
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
も
ら
っ
た
。「
企
業
と
い
う
の

は
学
生
が
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

数
の
何
百
倍
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
情
報
に
依
存
せ
ず
、
能
動

的
に
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、

広
い
視
野
で
選
択
肢
を
検
討
し
て

ほ
し
い
で
す
。
失
敗
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

が
想
像
し
て
い
な
い
道
が
拓
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

学園学園人人脈記脈記第35 回

セーフィー株式会社

営業本部 CRO室 前
まえ

谷
た に

謙
け ん

五
ご

 氏
経済学部地域経済学科 2018 年度卒・13 期生

映像DXでスタートアップの最前線へ

営業本部
第 3ビジネスユニット

アカウントセールス第 2グループ

田
た

村
む ら

淳
あ つ

人
と

氏
経営学部経営学科
2023 年度卒・18 期生

営業本部
マーケットグロース部

インサイドセールスグループ

吉
よ し

田
だ

圭
け い

成
せ い

氏
経営学部経営情報学科
2024 年度卒・19 期生

田
た

中
なか

勝
まさのり

則 髙
たか

村
むら

荘
そう

介
すけ

黒
くろさわ

澤 祐
ゆう

莉
り

渡
わたなべ

邊 良
りょう

平
へい

北海学園大学「学生カウンセリング室」のカウンセラー

申込方法：Google フォーム
　　　　　お電話 011-876-9939、  メール hgukokoro@hgu.jp
受付時間：平日 10：00 ～ 17：00（12：40 ～ 13：40を除く）
詳しい情報は「北海学園大学 こころの相談」で検索

　

心
の
不
調
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
実

は
、
約
４
〜
５
人
に
１
人
は
一
生
の
う
ち

に
何
ら
か
の
精
神
疾
患
を
経
験
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
心
の
不
調

は
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
で
す
。

特
に
10
〜
20
代
は
、
精
神
的
な
不
調
が

現
れ
や
す
い
時
期
と
さ
れ
て
お
り
、
学
生

生
活
の
中
で
そ
の
よ
う
な
不
調
を
抱
え
る

こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

少
し
で
も
不
調
を
感
じ
た
と
き
は
、
早

め
に
誰
か
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
心
の
視
野
が
広

が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
談
相
手
は
、

ご
家
族
や
友
人
、
大
学
の
教
員
、
職
員
な

ど
、身
近
な
と
こ
ろ
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

「
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
身
近
な
人
に
は
話
し
に
く
い
」
と
い
う

と
き
は
、
学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
の
利

用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

学
生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
で
は
、
学
生

の
皆
さ
ん
の
悩
み
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
個
別
に
予
約
制
で
お
話
を
う
か
が

い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
下
記

の
連
絡
先
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学生カウンセリング室へ!!困ったときは、
ひとりで悩まず

　

２
月
17
日
〜
20
日
に
長
野
県

の
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ー
ズ
保
田

で
開
催
さ
れ
た
２
０
２
６
年
全

日
本
学
生
ス
カ
ッ
シ
ュ
選
手
権

大
会
団
体
戦
で
、
本
学
ス
カ
ッ

シ
ュ
ラ
ケ
ッ
ト
部
が
、
下
位
リ
ー

グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
し
た
。

ま
た
、
男
子
が
全
国
７
位
と
健

闘
し
た
。

ス
カ
ッ
シ
ュ
ラ
ケ
ッ
ト
部

全
国
大
会
下
位
リ
ー
グ
優
勝スカッシュラケット部のメンバー

　

２
月
24
日
〜
28
日
に
長
野
県

の
白
馬
岩
岳
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
で
開
催
さ
れ
た
第
53
回
全
国

学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
（
一
般

社
団
法
人
白
馬
村
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
主
催
）
で
、
本
学
基
礎
ス
キ
ー

部
が
、
男
子
団
体
総
合
４
位
に

入
賞
し
た
。

基
礎
ス
キ
ー
部

全
国
大
会
４
位
入
賞基礎スキー部のメンバー
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令
和
７
年
度

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式

　

令
和
７
年
度
卒
業
証
書
・
学

位
記
授
与
式
が
３
月
20
日
、
北

海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
「
北

海
き
た
え
ー
る
」
に
て
執
り
行
わ

れ
た
（
９
月
期
は
令
和

７
年
９
月
30
日
挙
行
）。

　

は
じ
め
に
、
修
了
し

た
大
学
院
各
研
究
科
博

士
課
程
な
ら
び
に
修
士

課
程
の
代
表
者
に
森
下

宏
美
学
長
か
ら
大
学
院

学
位
記
が
授
与
さ
れ
、

各
学
部
学
科
の
代
表
者

に
学
部
長
か
ら
卒
業
証

書
・
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。
続
い
て
、
各
学

部
学
科
の
成
績
優
秀
者
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
た

団
体
に
森
下
学
長
か
ら

賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

森
下
学
長
は
式
辞
で

「
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
努
力
を
重
ね

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
社
会
の
転

換
期
に
お
い
て
新

た
な
課
題
に
直
面

し
て
も
、
大
学
で

得
た
学
問
す
る
心
と
力
を
大
切

に
し
、
学
問
を
も
生
涯
の
友
と

し
て
、
よ
き
人
生
を
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

同
日
午
後
か
ら
は
、
卒
業
祝

賀
会
が
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
恩
師
や
仲
間
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
。

卒業証書・学位記の授与式辞を述べる森下宏美学長

令和７年度　卒業生数／修士・博甲・博乙・法務博　修了生数
学
部 学科

令和７年度卒業生
累計

９月期 合計

経
済

１
部

経  済  学  科 155 － 155 21,086
地域経済学科 163 2 165 2,860
経  営  学  科 － － － 8,766

２
部

経  済  学  科 73 5 78 8,168
地域経済学科 47 5 52 943
経  営  学  科 － － － 3,291

経
営
１
部
経  営  学  科 178 1 179 3,447
経営情報学科 129 1 130 2,862

２
部 経  営  学  科 90 4 94 1,971

法

１
部
法  律  学  科 161 6 167 13,218
政  治  学  科 111 － 111 2,866

２
部
法  律  学  科 88 12 100 6,128
政  治  学  科 64 3 67 1,291

人
文

１
部
日本文化学科 96 1 97 2,896
英米文化学科 93 1 94 2,822

２
部
日本文化学科 34 4 38 1,166
英米文化学科 25 2 27 848

工

社会環境工学科 47 6 53 4,675
建　築　学　科 83 － 83 5,035
電子情報工学科 61 － 61 3,130
生  命  工  学  科 65 1 66 623
1部　計 1,342 19 1,361 74,286
2 部　計 421 35 456 23,806
大学　計 1,763 54 1,817 98,092

研究科
令和７年度修了生

累計
９月期 合計

大
　
学
　
院

経済学
研究科

（博士甲） － 1 1 14
（博士乙） － － － 2
（修　士） 2 － 2 212

経営学
研究科

（博士甲） － － － 16
（博士乙） － － － 5
（修　士） － － － 125

法　学
研究科

（法・博士甲） 1 － 1 12
（政・博士甲） － － － 2
（法・博士乙） － － － 4
（政・博士乙） － － － 1
（法・修士） 1 － 1 110
（政・修士） 1 － 1 29

文　学
研究科

（日・博士甲） 1 － 1 5
（英・博士甲） － － － 1
（博士乙） － － － 7
（日・修士） 2 － 2 111
（英・修士） 1 － 1 33

工　学
研究科

（建・博士甲） － － － 7
（電・博士甲） － － － 7
（生・博士甲） － － － 2
（建・修士） 3 － 3 157
（電・修士） 1 － 1 48
（生・修士） － － － 16

法務研究科（法務博士） － － － 156
大学院　計 13 1 14 1,082

大学・大学院　計 1,776 55 1,831 99,174

（単位／人）

学　部 学　科 試験募集年次 出願期間 試験日

試験日

経済学部

一般編入学･転入学試験　推薦編入学試験

社会人特別編入学･転入学試験

一般・推薦３年次 ～10月  1日（木） 11月  7日（土）10月 9日（金）

経営学部 一般・推薦
一般

～10月20日（火） 11月28日（土）10月31日（土）
～1月12日2027年

2026年

2026年

2026年

2027年
2026年

2026年

（火） 2月20日（土）1月23日（土）

法 学 部 ～9月10日（木） 10月 3日（土）
2月12日（金）

9月17日（木）
～1月 7日（木） 1月13日（水）

人文学部 一般

一般・推薦
一般・推薦

～9月25日（金） 10月24日（土）10月 2日（金）
2027年 ～1月12日（火） 2月26日（金）1月22日（金）

工 学 部
社会環境工学科（社会環境コース・環境情報コース）
建築学科
電子情報工学科
生命工学科

一般

期

2026年 ～7月 7日（火） 8月28日（金）7月10日（金）

2026年 ～12月15日（火） 2月24日（水）12月18日（金）

2027年度 北海学園大学 編入学･転入学試験日程

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科・経営情報学科1部
経営学科2部

法律学科・政治学科1部

法律学科・政治学科2部

日本文化学科・英米文化学科1部
日本文化学科・英米文化学科2部

学　部 学　科 出願期間

経済学部

経営学部

～10月  1日（木） 11月 7日（土）

11月28日（土）
2月20日（土）

10月  9日（金）

2026年 ～10月20日（火） 10月31日（土）
2027年 ～1月12日（火） 1月23日（土）

Ⅰ期
３年次

３年次
２・３年次

３年次

３年次

Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

経済学科・地域経済学科1部
経済学科・地域経済学科2部

経営学科2部

期

2027年度 北海学園大学大学院 入試日程

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科
経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

経済学研究科
経営学研究科
法学研究科
文学研究科
工学研究科

課程 入試 研究科名 出願期間 試験日

課程 研究科名 出願期間 試験日

修士

博士
（後期）

10月  7 日（水）
10 月  3 日 （土）
10 月  7 日（水）
10 月  3 日 （土）
10 月  9 日（金）
2月 13 日（土）
2月 13 日（土）
2月 13 日（土）
2月 13 日（土）

2月 13 日（土）
2月 13 日（土）
2月 13 日（土）
2月 13 日（土）
2月 16 日（火）

2月 16 日（火）

8月  21日（金）～　
9月  7日（月）

2026年

2027年
1月 8日（金）～　
1月14日（木）

2027年
1月 8日（金）～　
1月14日（木）

※詳細は募集要項でご確認ください。

第  

Ⅰ  

期

第  

Ⅱ  

期

6月オープンキャンパス

【開催内容】
豊平キャンパス：学部別イベント、入試説明会、保
護者向け説明会、在学生イベント、２部イベント、
学内ツアー、個別相談会、パネル展、サークルイベ
ントなど
山鼻キャンパス：学科説明会、体験イベント、ショー
ルーム、大学・入試説明会など

申込必須!
本学公式LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認くだ
さい。

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00

日6/21
８月オープンキャンパス

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00

土8/ 8
豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～17：00

日8/ 9
9月オープンキャンパス

豊平キャンパス、山鼻キャンパス
10：00～15：00（予定）

日9/27
3月オープンキャンパス

豊平キャンパス
10：00～15：00（予定）

2027年
日3/14

OPEN CAMPUS 2026OPEN CAMPUS 2026OPEN CAMPUS 2026

【開催内容】 各研究科個別相談会、奨学金説明会・個別
相談、施設見学 、社会人特例・長期履修制度説明、
就職情報の提供

10:30～12:00
第1回　豊平キャンパス8号館
第2回　豊平キャンパス6号館土第1回 7/4

土第2回 12/5

経済学研究科・経営学研究科・法学研究科・文学研究科

14:30～15:30
13:00～14:00

山鼻 3号館２階キャンパス

金第1回 7/10
金第2回 12/4

工学研究科

大学院進学説明会大学院進学説明会大学院進学説明会2026年度

亀田交流プラザ

生涯学習センター きらん室蘭

函館

北見市民会館北見 土6/ 6

土

釧路市観光国際交流センター釧路 土6/ 6
旭川北洋ビル旭川 日6/ 7
とかち館帯広 日6/ 7

6/13
日6/14

【開催内容】  大学説明＆保護者向け説明、在学生オ
ンライン talk LIVE、入試制度説明会、個別相談、パネ
ル展、資料配布コーナー

全会場 12：30－16：00

申込必須!
本学公式LINE
よりお申込み
ください。

イベント及びお
申込みの詳細
については本学
HPをご確認く
ださい。

ミニオープンキャンパスミニオープンキャンパスミニオープンキャンパス2026
年 度

　

２
０
２
６
年
３
月
卒
業
予
定
者
の
就

職
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
内
定
率

は
表
１
の
と
お
り
で
、
昨
年
と
ほ

ぼ
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
採
用
活
動
で
は
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
選

考
が
定
着
し
て
お
り
、
学
生
は
そ

れ
ぞ
れ
の
形
式
に
応
じ
た
準
備
を

進
め
な
が
ら
就
職
活
動
に
臨
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
・
カ

ン
パ
ニ
ー
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
早
い
時
期
か
ら
企
業
理
解
を

深
め
る
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、

就
職
活
動
全
体
の
早
期
化
が
一
層

進
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
３
月
卒
業
予
定
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
進
路
決

定
先
に
「
満
足
」
ま
た
は
「
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
満
足
」
と
回
答
し

た
学
生
の
割
合
が
９
割
を
超
え
ま

し
た
。
多
く
の
学
生
が
業
界
・
企

業
研
究
を
丁
寧
に
行
い
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
や
面
接
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
一
方
で
、「
も
う
一
度
就
職
活
動

を
す
る
と
し
た
ら
、
最
も
力
を
入
れ
た

い
こ
と
」
と
し
て
多
く
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
面
接
対
策
と
企
業
・
業

界
研
究
で
し
た
。
自
己
分
析
が
不

十
分
で
自
分
の
強
み
や
価
値
観
を

十
分
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
企

業
研
究
が
浅
く
志
望
動
機
や
質
問

へ
の
回
答
に
説
得
力
を
持
た
せ
ら

れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
声
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
就
職
活

動
に
お
い
て
は
、
自
己
理
解
を
深

め
る
こ
と
、
早
い
段
階
か
ら
業
界
・

企
業
研
究
を
進
め
る
こ
と
、
そ
し

て
面
接
に
慣
れ
る
た
め
の
実
践
的

な
練
習
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
在
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
自
分
の
経

験
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
言
葉
に

す
る
練
習
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

周
囲
の
意
見
や
助
言
も
取
り
入
れ

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
企
業
・

官
庁
等
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
開
始
し

た
時
期
」
と
し
て
「
大
学
３
年
生
」
と

回
答
し
た
学
生
が
８
割
を
占
め
、「
最

初
に
内
定
（
内
々
定
）
を
得
た
時
期
」

は
４
年
生
の
４
月
が
最
多
と
な
り
、
全

体
の
５
割
近
く
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
も
、
就
職
活
動
の
早
期

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

本
学
で
は
、
民
間
企
業
志
望
者
、
公

務
員
志
望
者
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
複
数

回
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
自
己
分
析
セ
ミ
ナ
ー
や
面
接

対
策
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
、
幅
広
い
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
年
に
か
か
わ
ら

ず
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
積
極

的
に
活
用
し
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
な
が
ら
、
納
得
の
い

く
就
職
活
動
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

早
め
の
行
動
が
選
択
肢
を
広
げ
、
進
路

へ
の
納
得
感
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
を

意
識
し
、
今
か
ら
一
歩
ず
つ
準
備
を
始

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

キャリア支援センターINFORMATION  ＜ 2026年就職状況＞

国家公務員一般職
国税専門官
財務専門官
労働基準監督官
自衛隊一般幹部候補生
裁判所職員一般職
東京都特別区
警視庁警察官
札幌市役所（一般事務・他）
札幌市消防
北海道警察
北海道職員
道内市役所
道内町村
国立大学法人等職員
北海道内外教員
北洋銀行
北海道銀行
北陸銀行
明治安田生命保険相互会社
第一ライフグループ
日本生命保険相互会社
かんぽ生命保険
日本政策金融公庫
空知信用金庫
北海道労働金庫
北海道信用金庫
北門信用金庫
札幌中央信用組合
東京海上日動火災保険
日新火災海上保険
損害保険ジャパン
北海道リース
三菱UFJ モルガン・スタンレー証券
岡三証券
豊トラスティ証券
内山鑑定
SOMPOコミュニケーションズ
ＳＢＩホールディングス
丸彦渡辺建設
北海電気工事
岩田地崎建設
大成建設
ドーコン
伊藤組土建
土屋ホーム
山地ユナイテッド
東急リバブル
常口アトム
アイ工務店
北海道セキスイハイム
ロゴスホーム

ｅｃｏａハウス
スウェーデンハウス
住友不動産販売
三井不動産リアルティ札幌
エイブル
札幌駅総合開発
三光不動産
東急コミュニティー
ミサワホーム北海道
全日本空輸
ＡＮＡ新千歳空港
ＡＮＡテレマート
ＪＡＬスカイ札幌
北海道旅客鉄道
東日本旅客鉄道
西日本旅客鉄道
ロジネットジャパン
苫小牧埠頭
ホームロジスティクス
北海道中央バス
ＮＴＳロジ
トランス・コスモス
日本システムコンサルタント
エヌ・ティ・ティ・データ北海道
ＨＤＣ
ドコモＣＳ北海道
ＨＩＳホールディングス
北海道総合通信網
エイチ・アイ・ディ
ＮＤＰマーケティング
ＧＳＩ
アイティ・コミュニケーションズ
ＨＢＡ
ＳＣＳＫ北海道
東京コンピュータサービス
ソフトコム
つうけん
つうけんアドバンスシステムズ
北海道日立システムズ
ジャパンテクニカルソフトウェア
日本アイ・ビー・エムデジタルサービス
近宣
北海道キューブシステム
ディップ
ピーアール・デイリー
ＪＩＧ－ＳＡＷ
北海道ＮＳソリューションズ
パーソルプロセス＆テクノロジー
レバレジーズ
北海道ジェイ・アール・システム開発
NECVALWAY
バリューソフトアドバンス

ＮＥＣソリューションイノベータ
エヌ・ティ・ティ・データ・フォース
アルディート
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
エヌ・ティ・ティエムイー
クレスコ
日本ＳＥ
スパイラル
ＮＥＣネクサソリューションズ
ダイアモンドヘッド
ＮＴＴデータカスタマサービステクノロジ
サンウェル
ＫＲＳ
北海道しんきん情報サービス
ＬＩＣ
富士ソフト
Ｓａｎｓａｎ
流研
ＮＴＣ
インターネットイニシアティブ
ＮＴＴ東日本－北海道
ＳＰＧホールマン
ＪＣＯＭ
中央出版
アイビーウェア
日本デジタルデザイン
アドヴアンスト・ソフト・エンジニアリング
エレビスタ
キヤノンＩＴソリューションズ
北海道新聞ＨｏｔＭｅｄｉａ
アルファシステムズ
Ｃｒａｎｅ＆Ｉ
イースト・デイリー
ＶＲＡＩＮＳｏｌｕｔｉｏｎ
インフォマート
エースディレクション
インプル
シスコム
ＴＳＲ
バーズ情報科学研究所
北海道電力
アインホールディングス
ニトリ
イオン北海道
ＤＣＭ
ヨドバシカメラ
トヨタカローラ札幌
サッポロドラッグストアー
ケイシイシイ
リコージャパン
ホンダ四輪販売北海道
北海道クボタ

セコマ
スズキ自販北海道
大丸
仙台銘板
生活協同組合コープさっぽろ
鈴木商会
ハミューレ
東日本フード
アインファーマシーズ
トヨタモビリティパーツ
アスパーク
ほくやく
ネッツトヨタ札幌
ツルハ
渡辺パイプ
丹波屋
国分北海道
ゲオホールディングス
ラディックス
ＰＡＬＴＡＣ
電制コムテック
東急百貨店
ＭＥＤＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ
ワタキューセイモア
いーふらん
ＮＨＣ
エネサンス北海道
パーソルＡＶＣテクノロジー
カチタス
竹山
マキタ
モロオ
ヤマダデンキ
ラルズ
三菱電機住環境システムズ
青山商事
ロピア
ナカ工業
図書館流通センター
北海道エナジティック
日本高圧コンクリート
社会福祉法人ＨＯＰ
医療法人渓仁会
独立行政法人国立病院機構
医療法人社団輝葉会
札幌医科大学医学部付属病院
ニチイ学館
社会福祉法人千歳いずみ学園
ベネッセスタイルケア
北海道国民健康保険団体連合会
北海道赤十字血液センター
ＳＯＭＰＯケア

メディネット
ホクレン農業協同組合連合会
マイナビ
ペイロール
日本郵便
グランベルホテル
アウトソーシングテクノロジー
北ガスフレアスト
吉岡経営センター
ベンチャーバンク
ベリーベスト弁護士法人
マイステイズ・ホテル・マネジメント
カナモト
アルトナー
ライクスタッフィング
マーキュリー
ＩＮＴＬＯＯＰ
京王プレリアホテル札幌
サーベイリサーチセンター
学校法人北海学園
ＳＡＴＯ社会保険労務士法人
税理士法人山田アンドパートナーズ
スタッフサービス
エイチ・アイ・エス
公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会
東武トップツアーズ
綜合キャリアオプション
鶴雅リゾート
日本旅行北海道
あすか税理士法人
アルプス技研
名鉄観光サービス
むらずみ経営
ＡＬＳＯＫ北海道
東京美装北海道
学校法人滋慶学園
ＢＤＯ税理士法人
アデコ
近畿日本ツーリスト
インソース
綜合警備保障
ウィルオブ・ワーク
イカリ消毒
エフアンドエム
日本水泳振興会
オープンアップグループ
国豊積算
税理士法人ＴＡＰ
中島公園ホテル合同会社
クリーンサービス
札幌市農業協同組合
幕別町農業協同組合

公
務
員
・
国
立
大
学
法
人

金
融
・
保
険
業

建
設
・
不
動
産
業

建
設
・
不
動
産
業

情
報
・
通
信
業

製
造
・
小
売
・
卸
売
業

運
輸
業

情
報
・
通
信
業

製
造
・
小
売
・
卸
売
業

医
療
・
福
祉
業

サ
ー
ビ
ス
業
・
団
体
等

内定率（％）

2
部

90.1 86.5
69.2 83.3
85.7 93.8
90.7 89.5
85.2 74.1
96.7 87.0
86.8 100.0
95.2 88.9

89.1
73.7
90.0
90.3
81.5
94.0
89.8
94.4

英米文化
日本文化
政治
法律
経営
地域経済
経済
学科

2部合計

女 計男
内定率（％）

1
部

92.2 100.0 93.8経済
95.2 98.0 96.2地域経済
96.2 97.8 97.0経営
94.2 96.3 95.1経営情報
90.1 95.2 92.2法律
93.2 94.4 93.6政治

学科

1部合計　男/94.4、女/96.7、計/95.3
1部･2部合計　男/93.3、女/94.7、計/93.8

女 計男
内定率（％）

1
部

91.7 95.5 94.4日本文化
93.6 96.4 95.4英米文化
100.0 100.0 100.0社会環境工
96.6 93.3 96.0建築
97.9 100.0 98.1電子情報工
96.3 100.0 96.8生命工

学科 女 計男

就職活動に向けた今からできること

表2　2026年3月卒業生 業種別就職先

表1　2026年3月卒業生就職状況

▽
３
月
２
日  

独
立
行
政
法
人
国

立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
国
立

日
高
青
少
年
自
然
の
家
所
長
山

下
達
也
氏
、
同
企
画
指
導
専
門

職
渡
辺
裕
太
氏

▽
３
月
２
日  

株
式
会
社
道
新
総

合
印
刷
代
表
取
締
役
社
長
間
瀬

達
哉
氏
、
同
取
締
役
業
務
本
部

長
出
家
敏
光
氏

▽
４
月
７
日  
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
交
換
教
員
ロ
ー
グ
デ
イ

ビ
ィ
ッ
ド
氏
着
任
挨
拶

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

『
豊
平
会
報
』

北
海
学
園
大
学
同
窓
会
で
発
行

し
て
い
る
『
豊
平
会
報
』
を
左

記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

『
豊
平
会
報
』は

こ
ち
ら
か
ら


